
年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： 標準　現代の国語（第一学習者）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

○ ○ 1

○ ○ 1

現代の国語

野津田 国語 現代の国語
国語 現代の国語 3

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けて
いる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりしている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたり
しながら、言葉がもつ価値への認識を深めよ
うとしているとともに、読書に親しむことで
自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手
としての自覚をもとうとしている。

態
配当
時数

１
学
期

理解編―思考力、判断力を培う
　世界を広げる
　　「なぜ本を読むのか（又吉直
樹）」
　言語が開く世界
　　「言葉遣いとアイデンティティ
（中村桃子）」
表現編―伝える力を培う
　話して伝える
　　「話し方の工夫」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違
いを理解し、学習課題に沿って話し
合おうとしている。

・指導事項
　　「なぜ本を読むのか（又吉直
樹）」
　　「言葉遣いとアイデンティ
ティ（中村桃子）」
　　「話し方の工夫」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解
し、学習課題に沿って話し合おうとしてい
る。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

定期考査
理解編―思考力、判断力を培う
　人間と文化
　　「水の東西（山崎正和）」
　　「ステレオタイプの落とし穴
（原沢伊都夫）」
表現編―伝える力を培う
　話して伝える
　　「待遇表現」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・積極的に敬語表現を理解し、学習
課題に沿って使おうとしている。

・指導事項
　　「水の東西（山崎正和）」
　　「ステレオタイプの落とし穴
（原沢伊都夫）」
　　「待遇表現」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・積極的に敬語表現を理解し、学習課題に
沿って使おうとしている。

○ ○ 25

定期考査

○



○ ○ 1

○ ○ 1

２
学
期

理解編―思考力、判断力を培う
　生活の中の表現
　　「法律の改正に関わる文章を読
み比べる」
　　「図書委員会のポスターの掲示
内容を検討する」
表現編―伝える力を培う
　話して伝える
　　「論理的な表現」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・進んで主張と根拠と理由付けの関
係性を理解し、学習課題に沿って話
し合ったりしようとしている。

・指導事項
　　「法律の改正に関わる文章を
読み比べる」
　　「図書委員会のポスターの掲
示内容を検討する」
　　「論理的な表現」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・進んで主張と根拠と理由付けの関係性を理
解し、学習課題に沿って話し合ったりしよう
としている。

○ ○ ○ 18

定期考査
理解編―思考力、判断力を培う
　社会と人間
　　「『弱いロボット』の誕生（岡
田美智男）」
　　「人はなぜ仕事をするのか（内
田樹）」
表現編―伝える力を培う
　話して伝える
　　「情報の探索と選択」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・情報の妥当性を具体的に検討し、
学習課題に沿って情報を探そうとし
ている。

・指導事項
　　「『弱いロボット』の誕生
（岡田美智男）」
　　「人はなぜ仕事をするのか
（内田樹）」
　　「情報の探索と選択」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・情報の妥当性を具体的に検討し、学習課題
に沿って情報を探そうとしている。

○ ○ ○ 24

定期考査

３
学
期

理解編―思考力、判断力を培う
　現代と社会
　　「イースター島になぜ森がない
のか（鷲谷いづみ）」
　　「黄色い花束（黒柳徹子）」
表現編―伝える力を培う
　話して伝える
　　「情報源の明示」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・進んで情報探索の重要性を理解
し、学習課題に沿って情報を探そう
としている。

・指導事項
　　「イースター島になぜ森がな
いのか（鷲谷いづみ）」
　　「黄色い花束（黒柳徹子）」
　　「情報源の明示」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課
題に沿って情報を探そうとしている。

○ ○ 19○



○ ○ 1
合計

３
学
期

理解編―思考力、判断力を培う
　現代と社会
　　「イースター島になぜ森がない
のか（鷲谷いづみ）」
　　「黄色い花束（黒柳徹子）」
表現編―伝える力を培う
　話して伝える
　　「情報源の明示」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・進んで情報探索の重要性を理解
し、学習課題に沿って情報を探そう
としている。

・指導事項
　　「イースター島になぜ森がな
いのか（鷲谷いづみ）」
　　「黄色い花束（黒柳徹子）」
　　「情報源の明示」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課
題に沿って情報を探そうとしている。

○ ○ 19

定期考査

105

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組 、 5 組

使用教科書： 標準　文学国語（第一学習社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

○ ○ 1

○ ○ 1

○ 14

定期考査

２
学
期

近代の小説㈡
　「こころ（夏目漱石）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・進んで主張と根拠と理由付けの関
係性を理解し、学習課題に沿って話
し合ったりしようとしている。

・指導事項
　　「こころ（夏目漱石）」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・進んで主張と根拠と理由付けの関係性を理
解し、学習課題に沿って話し合ったりしよう
としている。

○ ○ ○

○

13

定期考査
随想〈芸術〉
　「花のいざない（観世寿夫）」
　「真珠の耳飾りの少女（原田マ
ハ）」
　「フェルメールの技を読む（朽木
ゆり子・福岡伸一）」

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・積極的に敬語表現を理解し、学習
課題に沿って使おうとしている。

・指導事項
　　「花のいざない（観世寿
夫）」
　「真珠の耳飾りの少女（原田マ
ハ）」
　「フェルメールの技を読む（朽
木ゆり子・福岡伸一）」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・積極的に敬語表現を理解し、学習課題に
沿って使おうとしている。

○

態
配当
時数

１
学
期

現代の小説㈠
　「調律師のるみ子さん（いしいし
んじ）」
　「デューク（江國香織）」

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違
いを理解し、学習課題に沿って話し
合おうとしている。

・指導事項
　「調律師のるみ子さん（いしい
しんじ）」
　「デューク（江國香織）」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解
し、学習課題に沿って話し合おうとしてい
る。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けているとともに、我が国の言語文
化に対する理解を深めている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域におい
て、深く共感したり豊かに想像したりする力を
伸ばし、創造的に考える力を養い、他者との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考
えを広げたり深めたりしている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの
見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ
価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親
しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手
としての自覚をもとうとしている。

文学国語

野津田 国語 文学国語
国語 文学国語 2

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、創造的に考える力を養い、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしてい
るとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。



○ ○ 1

○ ○ 1

○ ○ 1
合計

○ 13

定期考査

70

○
３
学
期

戦争と文学㈡
　「血であがなったもの（大田昌
秀）」
　「夏の花（原民喜）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・進んで情報探索の重要性を理解
し、学習課題に沿って情報を探そう
としている。

・指導事項
　　「血であがなったもの（大田
昌秀）」
　「夏の花（原民喜）」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課
題に沿って情報を探そうとしている。

○

○ ○ ○ 14

定期考査

２
学
期

近代の小説㈡
　「こころ（夏目漱石）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・進んで主張と根拠と理由付けの関
係性を理解し、学習課題に沿って話
し合ったりしようとしている。

・指導事項
　　「こころ（夏目漱石）」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・進んで主張と根拠と理由付けの関係性を理
解し、学習課題に沿って話し合ったりしよう
としている。

○ ○ ○ 13

定期考査
近代の小説㈡
　「山月記（中島敦）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主張と論拠、個別と一般化など、
情報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開
を捉え、学習課題に沿って要旨をま
とめようとしている。
・情報の妥当性を具体的に検討し、
学習課題に沿って情報を探そうとし
ている。

・指導事項
　　「山月記（中島敦）」
・教材
　　教科書
　　便覧
　　学習課題集
　　漢字ワーク
　　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握することができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する方法を学ぶことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿って要旨をまとめようとしてい
る。
・情報の妥当性を具体的に検討し、学習課題
に沿って情報を探そうとしている。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組 、 5組

使用教科書： 「高等学校　標準古典探究」第一学習社版

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

・授業での取り組み
・プリント
・発問評価
・ノート
・テスト
・一人一台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

・授業での取り組み
・プリント
・発問評価
・ノート
・テスト
・一人一台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1

・文章の種類を踏まえて、展開を的確に捉え
ている。
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。

・著名な和歌にまつわる話を読
み、説話として語り伝えられた背
景事情について理解を深める。
・説話という文章の種類や古典特
有の表現に注意して、展開や内容
を的確に捉える。

○ ○ 8

【知識及び技能】 ・プリント 【知識及び技能】

○

・テスト
・一人一台端末の活用

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

○ 8

【知識及び技能】 【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。

・主に助動詞に関して、文語のき
まりへの理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・平安朝の著名な人物にまつわる
説話を読み、制約のある中でふさ
わしい返歌をした成範の機転を味
わう。

【思考力、判断力、表現力等】

・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・古典の作品や文章に表れる表現
の特色、主として和歌の修辞につ
いて理解を深める。
・文語のきまりについて理解を深
める。

・発問評価 ・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典の作品に表れている、修辞の特色につ
いて理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ

・ノート

・積極的に説話を読み、成範の機転とはどの
ようなことであったか理解を深めようとして
いる。
・助動詞「る」「らる」の意味を理解し、学
習の見通しをもって調べたり説明したりしよ
うとしている。

・積極的に説話を読み、成範の機
転とはどのようなことであったか
理解を深めようとしている。

・助動詞「る」「らる」の意味を
理解し、学習の見通しをもって調
べたり説明したりしようとしてい
る。

古今著聞集 ・授業での取り組み

【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に説話を読み、滑稽味の
ある内容について理解を深めよう
としている。

・積極的に説話を読み、滑稽味のある内容に
ついて理解を深めようとしている。
・完了の助動詞の意味を理解し、学習の見通
しをもって調べたり説明しようとしたりして
いる。

十訓抄

○ ○

・文章の種類を踏まえて、展開を的確に捉え
ている。
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。
・書き手の意図を捉えて内容を解釈するとと
もに、文章の展開について評価している。

・説話という文章の種類や古典特
有の表現に注意して、内容を的確
に捉える。
・編者の意図を捉えて内容を解釈
し、構成や表現について評価す
る。

【主体的に学習に取り組む態度】

配当
時数

１
学
期

古本説話集

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】 【知識及び技能】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。

・主に助動詞に関して、文語のき
まりへの理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・平安朝の著名な人物にまつわる
説話を読み、平中の色好みに端を
発する滑稽話のおもしろさを味わ
う。

【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、展開を的確に捉え
ている。
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。

・説話という文章の種類や古典特
有の表現に注意して、構成や展
開、内容を的確に捉える。

態

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けているとともに、我が国の言語文
化に対する理解を深めている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりしている。

 言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているとともに、古典に親しむこ
とで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚を深めようとしている。

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

論理的思考力や深い共感力、豊かな想像力を伸ばし、先人のものの見方、感じ方、考え方に触れ、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深め、生涯にわたって古典に親しみ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

古典探究

野津田 国語 古典探究
国語 古典探究 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】



【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
・授業での取り組み
・プリント
・発問評価
・ノート
・テスト
・一人一台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

・授業での取り組み
・プリント
・発問評価
・ノート
・テスト
・一人一台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

・鎌倉初期という時代の転換期に
作者が抱いた、人の世に対する思
いを通して、ものの見方や考え方
を深める。
・和漢混淆文で書かれた随筆とい
う文章の種類や古典特有の表現に
注意して、構成や展開、内容を的
確に捉える。

【思考力、判断力、表現力等】
・必要に応じて書き手の意図を捉えて内容を
解釈し、文章の構成や展開、表現の特色につ
いて評価している。
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】 ・作品に表れた無常観を粘り強く読み取り、
自分のものの見方、考え方を深めようとして
いる。
・文体の歴史的背景をふまえて『方丈記』を
読み、学習課題に沿って、表現の特色を評価
しようとしている。

・作品に表れた無常観を粘り強く
読み取り、自分のものの見方、考
え方を深めようとしている。
・文体の歴史的背景をふまえて
『方丈記』を読み、学習課題に
沿って、表現の特色を評価しよう
としている。

方丈記

○ ○

２
学
期

徒然草

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】 【知識及び技能】
・古典の作品や文章に表れる表現
の特色について理解を深める。
・文語のきまりについて理解を深
める。

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。

○ 8

【知識及び技能】 【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・古典の作品や文章に表れる表現
の特色について理解を深める。

・古典の作品に表れている、言葉の響きやリ
ズムなどの表現の特色について理解を深めて
いる。
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質について理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】
・作者の鋭い観察眼を通して綴ら
れた、世の諸事象に関する随筆を
読んで、ものの見方・考え方を深
める。
・随筆という文章の種類や古典特
有の表現に注意して、構成や展
開、内容を的確に捉える.

【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・随筆に表れた作者の考えを積極
的に読み取り、自分のものの見
方、考え方を深めようとしてい
る。
・作品に表れた我が国の中世的な
ものの見方、考え方に対して、学
習の見通しをもって理解を深めよ
うとしている。

・随筆に表れた作者の考えを積極的に読み取
り、自分のものの見方、考え方を深めようと
している。
・作品に表れた我が国の中世的なものの見
方、考え方に対して、学習の見通しをもって
理解を深めようとしている。

・一人一台端末の活用
・『古今著聞集』の「小式部内侍
が大江山の歌の事」に関連させ
て、著名な歌人である母和泉式部
と小式部内侍との親子関係を調査
する。
・古典の作品や文章を読み、自分
のものの見方や考え方を深める姿
勢を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。

・学習の見通しをもって、小式部内侍と和泉
式部に関する資料を、図書館の資料などを用
いて、進んで調べようとしている。
・集めた作品の内容を解釈し、小式部内侍と
和泉式部の親子関係について考えたことを積
極的に説明しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって、小式部
内侍と和泉式部に関する資料を、
図書館の資料などを用いて、進ん
で調べようとしている。
・集めた作品の内容を解釈し、小
式部内侍と和泉式部の親子関係に
ついて考えたことを積極的に説明
しようとしている。

○ ○ 7

小式部内侍と和泉式部 ・授業での取り組み
【知識及び技能】 ・プリント 【知識及び技能】
・読書の意義と効用について理解
を深める。

・発問評価

・著名な和歌にまつわる話を読
み、説話として語り伝えられた背
景事情について理解を深める。
・説話という文章の種類や古典特
有の表現に注意して、展開や内容
を的確に捉える。

・積極的に説話を読み、和歌を含んだ説話の
特質について理解を深めようとしている。
・和歌の修辞について理解し、学習の見通し
をもって調べたり発表しようとしたりしてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に説話を読み、和歌を含
んだ説話の特質について理解を深
めようとしている。
・和歌の修辞について理解し、学
習の見通しをもって調べたり発表
しようとしたりしている。

○

・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。

・ノート
・テスト

【思考力、判断力、表現力等】

○ ○ 8○

１
学
期



定期考査 〇 〇 1

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
・授業での取り組み
・プリント
・発問評価
・ノート
・テスト
・一人一台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
合計

70

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、構成や
展開などを的確に捉えている。
・必要に応じて書き手の考えや目
的、意図を捉えて内容を解釈する
とともに、文章の構成や展開、表
現の特色について評価している。
・文章の種類を踏まえて、構成や
展開などを的確に捉えている。
・必要に応じて書き手の考えや目
的、意図を捉えて内容を解釈する
とともに、文章の構成や展開、表
現の特色について評価している。

・現在使われている言葉の由来となった漢文
を読み、漢文が日本語に与えた影響について

理解を深める。
・故事・寓話という文章の種類をふまえて、

構成や展開を的確に捉える。
・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈

し、構成や表現について評価する。

【主体的に学習に取り組む態度】
・故事成語の意味を進んで調査す
るとともに、その由来となった話
を読んで、わかった内容を説明し
ようとしている。

・故事成語の意味を進んで調査するととも
に、その由来となった話を読んで、わかった
内容を説明しようとしている。

３
学
期

○ ○ ○ 12

【知識及び技能】 【知識及び技能】
・古典に用いられている語句の意
味や用法を理解し、古典を読むた
めに必要な語句の量を増すことを
通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典などを読むことを通して、
我が国の文化の特質や、我が国の
文化と中国など外国の文化との関
係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な訓読の
きまりについて理解を深めてい
る。
・時間の経過による言葉の変化
や、古典が現代の言葉の成り立ち
にもたらした影響について理解を
深めている。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・訓読のきまりについて理解を深める。

伊勢物語 ・授業での取り組み

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】 ・プリント 【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・歌物語の特徴について理解を深
める。
・文語のきまりについて理解を深
める。

【思考力、判断力、表現力等】 ・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。

・物語の中で和歌が果たしている
役割を押さえ、場面と登場人物の
心情とを読み味わう。
・歌物語という文章の種類や古典
特有の表現に注意して、構成や展
開、内容を的確に捉える。

・歌物語を読み、文語のきまりや古典特有の
表現に注意しながら、積極的に内容を捉えよ
うとしている。
・学習の見通しを持って歌物語を読み、文章
の中で和歌が重要な役割を果たす歌物語の特
徴について、理解を深めようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・歌物語を読み、文語のきまりや
古典特有の表現に注意しながら、
積極的に内容を捉えようとしてい
る。
・学習の見通しを持って歌物語を
読み、文章の中で和歌が重要な役
割を果たす歌物語の特徴につい
て、理解を深めようとしている。

・発問評価 ・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。

・ノート
・テスト
・一人一台端末の活用

【思考力、判断力、表現力等】

・作品に表れた無常観を粘り強く
読み取り、自分のものの見方、考
え方を深めようとしている。
・文体の歴史的背景をふまえて
『方丈記』を読み、学習課題に
沿って、表現の特色を評価しよう
としている。

○ ○

２
学
期

○ 8



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組 、 ５組

使用教科書： 新選　歴史総合(東京書籍)

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

〇 〇 1

歴史総合

野津田 地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 3

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸
課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在と
のつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論した
りする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しよう
とする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我
が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

歴史の諸課題を捉え考察し、選択・判断するた
めの手がかりとなる知識を増やし、歴史の理論
について理解するとともに、諸資料から、歴史
理解に必要となる情報を適切かつ効果的に調べ
まとめている。

日本や世界の歴史的課題の理解のために、選
択・判断の手がかりとなる考え方や歴史的な基
本知識を活用して、事実をもとに多面的・多角
的に考察したり、構想したことを議論してい
る。

歴史に関わる諸事象について，課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して日本国民としての
自覚，我が国の歴史や世界の諸地域の多様な生活
文化を尊重しようとすることの大切さについて歴史
的事象を通して深める。

態
配当
時数

１
学
期

第１章　歴史の扉

１節　歴史と私たち
○諸資料を活用し，私たちの生活や
身近な地域などに見られる諸事象
が，日本や日本周辺の地域および世
界の歴史とつながっていることを理
解する。

２節　歴史の特質と資料
○日本や世界のさまざまな地域の
人々の歴史的な営みの痕跡や記録で
ある遺物，文書，図像などの資料を
活用し，資料に基づいて歴史が叙述
されていることを理解する。

第２章　近代化と私たち

１節　近代化への問い
○交通と貿易，産業と人口，権利意
識と政治参加や国民の義務，学校教
育，労働と家族，移民などに関する
資料を活用し，近代化に伴う生活や
社会の変容について多面的・多角的
に考察し，問いを表現する。

・指導事項
第１章　歴史の扉
１節　歴史と私たち
２節　歴史の特質と資料

第２章　近代化と私たち
１節　近代化への問い

【知識・技能】
・私たちの生活や身近な地域などに見られる諸
事象を基に，それらが日本や日本周辺の地域お
よび世界の歴史とつながっていることを理解す
る。
・資料に基づいて歴史が叙述されていることを
理解する。
・近代化に伴う生活や社会の変容について，諸
資料から，情報を適切に読み取ったり，まとめ
たりしている。

【思考・判断・表現】
・近代化，国際秩序の変化や大衆化，グローバ
ル化などの歴史の変化と関わらせて，私たちの
生活や身近な地域などに見られる諸事象と日本
や日本周辺の地域および世界の歴史との関連性
について考察し，表現する。
・複数の資料の関係や異同に着目して，資料か
ら読み取った情報の意味や意義，特色などを考
察し，表現する。
・近代化に伴う生活や社会の変容について考察
し，問いを表現している。

【学びに向かう力、人間性】
・科目全体の学習の見通しを立て，課題を追究
しようとしている。
・近代化に伴う生活や社会の変容について，学
習の見通しを立て，課題を追究しようとしてい
る。

〇 〇 〇

15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

(定期考査）

第２章　近代化と私たち
２節　結びつく世界と日本の開国
 ①18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸
国に与えた影響などに着目して，18世紀
のアジア諸国における経済活動の特徴，
アジア各地域間の関係，アジア諸国と欧
米諸国との関係などを多面的・多角的に
考察し，表現することを通して，18世紀の
アジアの経済と社会を理解する。
②産業革命の影響，中国の開港と日本
の開国の背景とその影響などに着目し
て，アジア諸国と欧米諸国との関係の変
容などを多面的・多角的に考察し，表現
することを通して，工業化と世界市場の
形成を理解する。

・指導事項
第２章　近代化と私たち
２節　結びつく世界と日本の開国
１　18世紀の東アジア
２　結び付くアジア諸地域
３　18世紀のヨーロッパとアジア
４　産業革命のはじまり
５　世界市場の形成
６　東アジア国際関係の変化と日本の開
国
７　世界経済の変化と日本の産業革命

【知識・技能】
・18世紀のアジアや日本における生産と流通，アジア
各地域間やアジア諸国と欧米諸国の貿易などを基
に，諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切
かつ効果的に調べまとめ，18世紀のアジアの経済と
社会を理解している。
・産業革命と交通・通信手段の革新，中国の開港と
日本の開国などを基に，諸資料から歴史に関するさ
まざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，工業
化と世界市場の形成を理解している。

【思考・判断・表現】
・18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与えた影
響などに着目して，主題を設定し，アジア諸国とその
他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付け
たりするなどして，18世紀のアジア諸国における経済
活動の特徴，アジア各地域間の関係，アジア諸国と
欧米諸国との関係などを多面的・多角的に考察し，
表現している。
・産業革命の影響，中国の開港と日本の開国の背景
とその影響などに着目して，主題を設定し，アジア諸
国とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に
関連付けたりするなどして，アジア諸国と欧米諸国と
の関係の変容などを多面的・多角的に考察し，表現
している。

【学びに向かう力、人間性】
・近代化の歴史に関わる諸事象について，見通しを
持って学習に取り組もうとし，中学校までの学習も振
り返りながら課題を追究しようとしている。

〇 〇 19〇



〇 〇 1

〇 〇 1

.
〇 〇 1

(定期考査）

２
学
期

第２章　近代化と私たち
３節　国民国家と明治維新
①国民国家の形成の背景や影響など
に着目して，政治変革の特徴，国民
国家の特徴や社会の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現すること
を通して，立憲制と国民国家の形成
を理解する。
②帝国主義政策の背景，帝国主義政
策がアジア・アフリカに与えた影響
などに着目して，帝国主義政策の特
徴，列強間の関係の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現すること
を通して，列強の帝国主義政策とア
ジア諸国の変容を理解する。

４節　近代化と現代的な諸課題
○自由・制限，平等・格差，開発・
保全，統合・分化，対立・協調など
の観点を基に主題を設定し，事象の
背景や原因，結果や影響などに着目
して，多面的・多角的に考察し，表
現することを通して，現代的な諸課
題の形成に関わる近代化の歴史を理
解する。

第２章　近代化と私たち
３節　国民国家と明治維新
１　市民革命と近代社会
２　自由主義とナショナリズム
３　アジアの諸国家とその変容
４　明治維新と東アジアの国際関係
５　立憲制の広まり
６　帝国主義と植民地
７　日清戦争と華夷秩序の解体
８　帝国主義諸国の競合と国際関係
９　植民地支配と植民地の近代
10　20世紀はじめの世界
４節　近代化と現代的な諸課題

【知識・技能】
・18世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統合
の動向，日本の明治維新や大日本帝国憲法の制
定などを基に，諸資料から歴史に関するさまざ
まな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，立憲
体制と国民国家の形成を理解している。
・列強の進出と植民地の形成，日清・日露戦争
などを基に，諸資料から歴史に関するさまざま
な情報を適切かつ効果的に調べまとめ，列強の
帝国主義政策とアジア諸国の変容を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・国民国家の形成の背景や影響などに着目し
て，主題を設定し，アジア諸国とその他の国や
地域の動向を比較したり，相互に関連付けたり
するなどして，政治変革の特徴，国民国家の特
徴や社会の変容などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
・帝国主義政策の背景，帝国主義政策がアジ
ア・アフリカに与えた影響などに着目して，主
題を設定し，アジア諸国とその他の国や地域の
動向を比較したり，相互に関連付けたりするな
どして，帝国主義政策の特徴，列強間の関係の
変容などを多面的・多角的に考察し，表現して
いる。

【学びに向かう力、人間性】
・近代化の歴史に関わる諸事象について，見通
しを持って学習に取り組もうとし，学習を振り
返りながら課題を追究しようとしている。

〇 〇 〇 20

(定期考査）

第３章　国際秩序の変化や大衆化と私た
ち
１節　国際秩序の変化や大衆化への問い
○国際関係の緊密化，アメリカ合衆国と
ソヴィエト連邦の台頭，植民地の独立，
大衆の政治的・経済的・社会的地位の変
化，生活様式の変化などに関する資料を
活用し，国際秩序の変化や大衆化に伴う
生活や社会の変容について多面的・多角
的に考察し，問いを表現する。

２節　第一次世界大戦と大衆社会
①第一次世界大戦の推移と第一次世界
大戦が大戦後の世界に与えた影響，日
本の参戦の背景と影響などに着目して，
第一次世界大戦の性格と惨禍，日本とア
ジアおよび太平洋地域の関係や国際協
調体制の特徴などを多面的・多角的に考
察し，表現することを通して，総力戦と第
一次世界大戦後の国際協調体制を理解
する。
②第一次世界大戦前後の社会の変化な
どに着目して，第一次世界大戦後の社会
の変容と社会運動との関連などを多面
的・多角的に考察し，表現することを通し
て，大衆社会の形成と社会運動の広がり
を理解する。

第３章　国際秩序の変化や大衆化と私
たち
１節　国際秩序の変化や大衆化への問
い
２節　第一次世界大戦と大衆社会
１　大衆社会の時代
２　第一次世界大戦の展開
３　国際協調体制の形成
４　ソヴィエト連邦の成立と社会主義
５　アメリカ合衆国の台頭と大量消費社
会
６　アジアの経済成長と移動する人々
７　反植民地主義の高揚と国際秩序の
変容
８　民主主義の拡大と社会変革の動き
９　マスメディアの発達と日常生活

【知識・技能】
・国際秩序の変化や大衆化に伴う生活や社会の変容
について，諸資料から，情報を適切に読み取ったり，
まとめたりしている。
・第一次世界大戦の展開，日本やアジアの経済成
長，ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合衆国の台頭，ナ
ショナリズムの動向と国際連盟の成立などを基に，諸
資料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効
果的に調べまとめ，総力戦と第一次世界大戦後の国
際協調体制を理解している。
・大衆の政治参加と女性の地位向上，大正デモクラ
シーと政党政治，大量消費社会と大衆文化，教育の
普及とマスメディアの発達などを基に，諸資料から歴
史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べ
まとめ，大衆社会の形成と社会運動の広がりを理解
している。

【思考・判断・表現】
・国際秩序の変化や大衆化に伴う生活や社会の変容
について考察し，問いを表現している。
・第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大戦
後の世界に与えた影響，日本の参戦の背景と影響な
どに着目して，主題を設定し，日本とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなど
して，第一次世界大戦の性格と惨禍，日本とアジアお
よび太平洋地域の関係や国際協調体制の特徴など
を多面的・多角的に考察し，表現している。
・第一次世界大戦前後の社会の変化などに着目し
て，主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向
を比較したり，相互に関連付けたりするなどして，第
一次世界大戦後の社会の変容と社会運動との関連
などを多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国際秩序の変化や大衆化に伴う生活や社会の変容
について，学習の見通しを立て，課題を追究しようと
している。
・国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事象に
ついて，見通しを持って学習に取り組もうとし，学習を
振り返りながら課題を追究しようとしている。

〇 〇 〇 20

(定期考査）

３
学
期

第３章　国際秩序の変化や大衆化と
私たち
３節　経済危機と第二次世界大戦
①経済危機の背景と影響，国際秩序
や政治体制の変化などに着目して，
各国の世界恐慌への対応の特徴，国
際協調体制の動揺の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現すること
を通して，国際協調体制の動揺を理
解する。
②第二次世界大戦の推移と第二次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，第二次世界大戦後の国際秩序の
形成が社会に及ぼした影響などに着
目して，第二次世界大戦の性格と惨
禍，第二次世界大戦下の社会状況や
人々の生活，日本に対する占領政策
と国際情勢との関係などを多面的・
多角的に考察し，表現することを通
して，第二次世界大戦後の国際秩序
と日本の国際社会への復帰を理解す
る。

第４章　グローバル化と私たち
１節　グローバル化への問い
○冷戦と国際関係，人と資本の移
動，高度情報通信，食料と人口，資
源・エネルギーと地球環境，感染
症，多様な人々の共存などに関する
資料を活用し，グローバル化に伴う
生活や社会の変容について多面的・
多角的に考察し，問いを表現する。

２節　冷戦と世界経済
①地域紛争の背景や影響，冷戦が各
国の政治に及ぼした影響などに着目
して，地域紛争と冷戦の関係，第三
世界の国々の経済政策の特徴，欧米
やソヴィエト連邦の政策転換などを
多面的・多角的に考察し，表現する

第３章　国際秩序の変化や大衆化と
私たち
３節　経済危機と第二次世界大戦
１　世界恐慌
２　アジア・アフリカと大衆社会
３　国際協調体制の崩壊
４　日中戦争と深刻化する世界の危
機
５　第二次世界大戦の勃発
６　第二次世界大戦における連合国
と戦後構想
７　アジア太平洋戦争と日本の敗戦
８　連合国の占領政策と冷戦
９　再編されるアジアと冷戦

第４章　グローバル化と私たち
１節　グローバル化への問い
　
２節　冷戦と世界経済
１　冷戦の拡大と第三勢力
２　キューバ危機と核兵器の管理
３　脱植民地化の進展と地域紛争
４　計画経済と開発
５　冷戦下の日本とアジア

【知識・技能】
・世界恐慌，ファシズムの伸長，日本の対外政
策などを基に，諸資料から歴史に関するさまざ
まな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，国際
協調体制の動揺を理解している。
・第二次世界大戦の展開，国際連合と国際経済
体制，冷戦の始まりとアジア諸国の動向，戦後
改革と日本国憲法の制定，平和条約と日本の独
立の回復などを基に，諸資料から歴史に関する
さまざまな情報を適切かつ効果的に調べまと
め，第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際
社会への復帰を理解している。

【思考・判断・表現】
・経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体制
の変化などに着目して，主題を設定し，日本と
その他の国や地域の動向を比較したり，相互に
関連付けたりするなどして，各国の世界恐慌へ
の対応の特徴，国際協調体制の動揺の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現している。
・第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が大
戦後の世界に与えた影響，第二次世界大戦後の
国際秩序の形成が社会に及ぼした影響などに着
目して，主題を設定し，日本とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関連付けたりす
るなどして，第二次世界大戦の性格と惨禍，第
二次世界大戦下の社会状況や人々の生活，日本
に対する占領政策と国際情勢との関係などを多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事
象について，見通しを持って学習に取り組もう
とし，学習を振り返りながら課題を追究しよう
としている。

〇 〇 26〇
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合計

３
学
期

第３章　国際秩序の変化や大衆化と
私たち
３節　経済危機と第二次世界大戦
①経済危機の背景と影響，国際秩序
や政治体制の変化などに着目して，
各国の世界恐慌への対応の特徴，国
際協調体制の動揺の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現すること
を通して，国際協調体制の動揺を理
解する。
②第二次世界大戦の推移と第二次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，第二次世界大戦後の国際秩序の
形成が社会に及ぼした影響などに着
目して，第二次世界大戦の性格と惨
禍，第二次世界大戦下の社会状況や
人々の生活，日本に対する占領政策
と国際情勢との関係などを多面的・
多角的に考察し，表現することを通
して，第二次世界大戦後の国際秩序
と日本の国際社会への復帰を理解す
る。

第４章　グローバル化と私たち
１節　グローバル化への問い
○冷戦と国際関係，人と資本の移
動，高度情報通信，食料と人口，資
源・エネルギーと地球環境，感染
症，多様な人々の共存などに関する
資料を活用し，グローバル化に伴う
生活や社会の変容について多面的・
多角的に考察し，問いを表現する。

２節　冷戦と世界経済
①地域紛争の背景や影響，冷戦が各
国の政治に及ぼした影響などに着目
して，地域紛争と冷戦の関係，第三
世界の国々の経済政策の特徴，欧米
やソヴィエト連邦の政策転換などを
多面的・多角的に考察し，表現する

第３章　国際秩序の変化や大衆化と
私たち
３節　経済危機と第二次世界大戦
１　世界恐慌
２　アジア・アフリカと大衆社会
３　国際協調体制の崩壊
４　日中戦争と深刻化する世界の危
機
５　第二次世界大戦の勃発
６　第二次世界大戦における連合国
と戦後構想
７　アジア太平洋戦争と日本の敗戦
８　連合国の占領政策と冷戦
９　再編されるアジアと冷戦

第４章　グローバル化と私たち
１節　グローバル化への問い
　
２節　冷戦と世界経済
１　冷戦の拡大と第三勢力
２　キューバ危機と核兵器の管理
３　脱植民地化の進展と地域紛争
４　計画経済と開発
５　冷戦下の日本とアジア

【知識・技能】
・世界恐慌，ファシズムの伸長，日本の対外政
策などを基に，諸資料から歴史に関するさまざ
まな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，国際
協調体制の動揺を理解している。
・第二次世界大戦の展開，国際連合と国際経済
体制，冷戦の始まりとアジア諸国の動向，戦後
改革と日本国憲法の制定，平和条約と日本の独
立の回復などを基に，諸資料から歴史に関する
さまざまな情報を適切かつ効果的に調べまと
め，第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際
社会への復帰を理解している。

【思考・判断・表現】
・経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体制
の変化などに着目して，主題を設定し，日本と
その他の国や地域の動向を比較したり，相互に
関連付けたりするなどして，各国の世界恐慌へ
の対応の特徴，国際協調体制の動揺の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現している。
・第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が大
戦後の世界に与えた影響，第二次世界大戦後の
国際秩序の形成が社会に及ぼした影響などに着
目して，主題を設定し，日本とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関連付けたりす
るなどして，第二次世界大戦の性格と惨禍，第
二次世界大戦下の社会状況や人々の生活，日本
に対する占領政策と国際情勢との関係などを多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事
象について，見通しを持って学習に取り組もう
とし，学習を振り返りながら課題を追究しよう
としている。
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年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

使用教科書： 数研出版　新高校の数学Ⅱ

教科 の目標：

科目 の目標：

第1章：複素数と方程式 ・指導事項 【知識・技能】
第1章　複素数と方程式

【知識及び技能】 式の計算
複素数と方程式
式と証明 【思考・判断・表現】

・教材
【思考・判断・表現】 教科書、問題集

プリント
・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
第２章　図形と方程式 ・指導事項 【知識・技能】

第２章　図形と方程式
【知識及び技能】 点と直線

円
軌跡

・教材 【思考・判断・表現】
教科書、問題集

【思考・判断・表現】 プリント
・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1

野津田 数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

数学Ⅱ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・

発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善した

りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

・極限、微分法及び積分法についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりすることに関する技能を身に
付けている。

関数の値の変化に着目し、極限ついて考察したり、
関数関係をより深くとらえて事象を的確に表現し、
数学的に考察したりする力、いろいろな関数の局所
的な性質などに着目し、問題解決の過程や結果を振
り返って統合的に考察する力を身に付けている。

・数学の良さを認識し、積極的に数学を活用しよ
うとしたり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、
評価・改善したりしようとしている。

態
配当
時数

１
学
期

〇 〇 〇 26

３次式の展開の公式を利用できる。
負の数の平方根を理解し、ｉを用いて処理す
ることができる。多項式の乗法・除法及び分数式の

四則計算について理解できるよう
になる。 ２次式の展開の公式を利用して、３次式の公

式を導くことができる。
複素数の表記を理解し、複素数ａ＋ｏｉを実
数ａと同一視できる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

数の範囲を複素数まで拡張する意
義を理解し、複素数の計算ができ
るようにする。

数学のよさを認識し数学を活用し
ようと、粘り強く考え数学的論拠
に基づき判断しようとすること。

３乗に関わる展開の公式を自ら導こうとす
る。
数の範囲を実数から複素数へ拡張することに
ついて、有理数から実数に拡張したことと関
連させ、考察しようとする。

〇 〇 29

数直線上において２点間の距離や線分の内分
点・外分点を求めることができる。
座標平面上においても２点間の距離や線分の
内分点・外分点を求めることができる。

様々な図形についてその特徴を理
解し方程式に直すことができるよ
うにする。

三角形の重心の性質を適切に利用できる。
円上のテント中心との距離が一定であること
に着目し、円の方程式について考察すること
ができる。

図形の特徴から座標や式を用いて
その図形を数学的に表現すること
ができる。

数直線上の点に関する公式を利用して、平面
上の場合を考察しようとする。
ｘ、ｙの２次方程式があらわす図形に興味・
関心を持つ。

図形及びそれを表す方程式から、
その有用性を認識するとともに事
象の考察に活用できるようにす
る。

〇



第３章　三角関数 ・指導事項 【知識・技能】
第３章　三角関数

【知識及び技能】 一般角
三角関数のグラフ

・教材 【思考・判断・表現】
教科書、問題集

【思考・判断・表現】 プリント
・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
第４章　指数関数・対数関数 ・指導事項 【知識・技能】

第４章　指数関数・対数関数
【知識及び技能】 指数関数

対数関数

・教材 【思考・判断・表現】
教科書、問題集
プリント

【思考・判断・表現】 ・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
第５章　微分法と積分法 ・指導事項 【知識・技能】

第５章　微分法と積分法
【知識及び技能】 微分法

積分法

・教材 【思考・判断・表現】
教科書、問題集

【思考・判断・表現】 プリント
・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
合計

三角比の定義を一般化して、三角関数の定義
を考察しようとする。
三角関数の性質を利用すれば、どんな角でも
三角関数表を利用して値を求められることに
関心を持ち、いろいろな値を調べようとす
る。

角の概念を一般角まで拡張し、三
角関数に関する様々な性質などを
多面的に考察することができる。

〇 〇 〇 27

累乗根の定義を理解し、累乗根の計算ができ
る。
指数と対数とを相互に書き換えることができ
る。

指数法則を用いてその計算ができ
るようになる。
対数の性質を利用して、種々の対
数の値の計算ができるようにな
る。 指数が、０や負の数、有理数の場合も指数法

則が成り立つことを理解している。
指数法則を利用して、対数の性質を考察する
ことができる。指数を実数まで拡張する意義を理

解する。
対数の定義とその性質を理解す
る。 指数の範囲を０や負の数、有理数へと拡張す

る過程に関心を持ち、どのように定義すれば
よいかを調べようとする。

〇 〇 〇 28

三角関数の値を、三角関数の定義によって求
めることができる。
公式を理解し、それらを用いて三角関数の値
を求めることができる。

一般角を表す動径を図示したり、
動径の表す角をα＋360°×ｎと表
したりできるようにする。

微分や不定積分の持つ有用性を認
識するとともに事象の考察に活用
できるようにする。

接線の傾きと微分係数との関係を図形的に考
察しようとする。
平均の速さと瞬間の速さとの違いに興味を持
ち、それらの違いや微分係数との関連につい
て調べようとする。

140

指数関数を事象の考察に活用でき
るようになる。
対数関数や常用対数を事象の考察
に活用できるようになる。

３
学
期

〇 〇 〇 25

導関数を利用して、関数の増減を調べること
ができる。
導関数を利用して、関数の最大値・最小値を
求めることができる。

微分係数や導関数の意味について
理解し、それらを求められるよう
にする。

関数の増減を接線の傾きから考察することが
できる。
微分法の逆演算としての不定積分を考察する
ことができる。

関数の極限値を直感的に理解し、
それらを求められるようにする。

２
学
期

三角関数の性質を、単位円周上の点の座標に
よって考察することができる。
単位円周上の点の動きから、三角関数のグラ
フを考察することができる。

動径が属する象限から、三角関数
の符号を判断できるようにする。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 5 組

使用教科書： 数研出版　新高校の数学Ａ

教科 の目標：

科目 の目標：

第1章　場合の数と確率 ・指導事項 【知識・技能】
第1章　場合の数と確率

【知識及び技能】 集合
集合と要素の個数
和の法則と積の法則 【思考・判断・表現】

・教材
【思考・判断・表現】 教科書、問題集

プリント
・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
第1章　場合の数と確率 ・指導事項 【知識・技能】

第1章　場合の数と確率
【知識及び技能】 順列

組合せ

・教材 【思考・判断・表現】
教科書、問題集

【思考・判断・表現】 プリント
・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
第1章　場合の数と確率 ・指導事項 【知識・技能】

第1章　場合の数と確率
【知識及び技能】 事象と確率

独立な試行と確率
期待値

・教材 【思考・判断・表現】
教科書、問題集

【思考・判断・表現】 プリント
・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
第２章　図形の性質 ・指導事項 【知識・技能】

第２章　図形の性質
【知識及び技能】 角の二等分線

三角形の外心内心重心
円周角の定理

・教材 【思考・判断・表現】
教科書、問題集
プリント

【思考・判断・表現】 ・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
第２章　図形の性質 ・指導事項 【知識・技能】

第２章　図形の性質
【知識及び技能】 円に内接する四角形

方べきの定理
空間図形

【思考・判断・表現】
・教材

【思考・判断・表現】 教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
合計

野津田 数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

数学Ａ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・

発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善した

りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

図形の性質、場合の数と確立についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに、数学と人間の活動の関係について認
識を深め、事象を数学化したり、数学的に会
食したり、数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し、図
形の性質を見出し、論理的に考察する力、
不確実な事象に着目し、確率の性質などに
基づいて事象の起こりやすさを判断する
力、数学と人間の活動とのかかわりに着目
し、事象に数学の構造を見出し、数理的に
考察する力を養う。

数学の良さを認識し数学を活用しようとす
る態度、粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度、問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

態
配当
時数

１

学

期

〇 〇 〇 12

共通部分や和集合、全体集合、補集合などの
集合に関する用語を理解し、それらを求める
ことができる。集合の要素の個数を、数え上げる

ことで求めることができるように
なる。 条件を満たすものを集合の要素として考え、

表すことができる。
ものを数え上げるのに集合を利用して考察す
ることができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

場合の数を求めるときの基本的な
考え方について理解を深めること
ができるようになる。

場合の数を求める考え方を事象の
考察に活用できるようになる。

集合の考えについて興味を持ち、いろいろな
集合を表そうとする。

〇 〇

理論上のサイコロと実生活におけるサイコロ
の厳密性の違いを知ることで、数学が理論的
な思考によって成り立っていることに興味・
関心を持つ。

13

順列や組合せの意味を理解し、公式を利用す
ることができる。
さまざまな場合の数を順列や組合せの考えを
利用して求めることができる。

簡単な場合の数を、順列や組合せ
の考えを利用して求めることがで
きるようになる。

順列の総数と組合せの総数の関係を理解し、
その総数を求めることができる。

基地の考え方を利用するなどして
順列や組合せについて考察するこ
とができるようになる。

さまざまな場合の数を求めるのに、順列や組
合せの考え方が使えることに、興味・関心を
もつ。

身近な事柄にも順列や組み合わせ
の考え方が用いられること興味を
持ちそれらの事象の考察に活用で
きるようになる。

〇

確率の意味や法則を事象の考察に
活用できるようにする。

〇 〇 〇 13

角の二等分線と線分の長さの比の定理を理解
し、それを用いてへんや線分の長さを求める
ことができる。図形の基本性質を理解し、それら

を用いて角の大きさや辺の長さを
求めることができるようになる。

三角形の性質を証明するのに、既習事項を用
いて論理的に考察することができる。
円周角の定理の逆を理解し、等しい角に着目
して考察することができる。角の大きさや辺の長さを求めるの

に、図形のどの性質を使えばよい
かが判断できるようになる。

図形の基本的な性質についてすでに学んだ事
象を思い出し、それらを活用できる場面を見
出そうとしている。

〇 〇 〇 14

確率の定義を理解し、簡単な確率を求めるこ
とができる。
確率の性質を理解している。確率の意味と確率を求めるときの

基本的な法則についての理解を深
め活用できるようになる。

図形についてのさまざまな性質に
ついてそれらを観察したり考察し
たりすることで、空間認識力の育
成を図る。

四角形が円に内接する条件に興味を持ち、考
察しようとする。
相似を利用した方べきの定理の導き方に興味
を持つ。

70

平面図形の性質についての理解を
深め、それらを事象の考察に活用
できるようにする。

３

学

期

〇 〇 〇 13

円に内接する四角形の性質や方べきの定理な
どを理解し、角の大きさや線分の長さを求め
ることができる。円に関する基本性質を理解し、そ

れらを用いて角の大きさや線分の
長さを求めることができるように
なる。 円と直線を動的にとらえ、それらの位置関係

を考察することができる。
多面体の頂点、辺、面の数に関して成り立つ
性質を具体的な例によって確認し、説明する
ことができる。

図形の構成要素間の関係に着目
し、図形の性質を見出し、それら
を事象の考察に活用できるように
する。

２

学

期

試行の結果を事象としてとらえ、事象を集合
と結び付けて考察することができる。

物事の起こりやすさを同様に確か
らしいという概念をもとに数量的
に考察できるようにする。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

使用教科書： 改訂　物理基礎（東京書籍）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 12

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

野津田 理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

理科
自然の事物・現象に関わり、理科の味方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行う
ことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探求するために必要な資質・能力を育成す
る。

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに必要な技能を身につける。

観察、実験などを行い、探究する力を養う。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

運動の表し方についての観察，実験などを通し
て，物理量の測定と扱い方，運動の表し方，直
線運動の加速度について理解し
ているとともに，科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本操作や記録など

運動の表し方について，問題を見いだし見通し
をもって観察，実験などを行い，科学的に考察
し表現しているなど，科学的に
探究している。

運動の表し方に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

態
配当
時数

１
学
期

１編１章　運動の表し方
【知識及び技能】
時刻と時間，移動距離と変位，速さ
と速度の違いを理解する。
v-t グラフ，x-t グラフの特徴を理
解する。
運動の特徴やグラフで表したときの
特徴を理解する。
自由落下や投げ上げ、投げ下ろしに
よる運動がどのような運動か理解
し，その加速度について理解する。
物体の運動は水平方向と鉛直方向に
分けて考えることができることを理
解する。
【思考力・判断力・表現力等】
その運動の特徴を考察し，グラフを
用いて正確に表現する。
実験結果をどのように分析すればよ
いかを科学的に考察する。
自由落下運動や等加速度直線運動、
投げ下ろした物体、投げ上げた物
体、水平投射された物体の運動のよ
うすを表す式の導き方を理解し，表
現する。
【学びに向かう力・人間性等】
身近な物の運動に見られる現象につ
いて，自分の体験等を踏まえて考え
る。

中間考査

１編２章　さまざまな力とそのはた
らき
【知識及び技能】
力の 3 要素と，2 つの力が物体に
はたらくときの力のつり合いの条件
について理解する。
力の合成と分解について，作図を通
して理解する。
慣性の法則や運動方程式、作用・反
作用の法則、物体にはたらく重力に
ついて理解する。
静止摩擦力と動摩擦力の共通点や相
違点を理解する。
水中の物体にはたらく水圧や浮力
と，アルキメデスの原理ついて理解
する。
【思考力・判断力・表現力等】
物体にはたらく力，物体に生じる加
速度，物体の質量についての関係を
定量的に調べ実験結果を科学的に分
析，考察し，表現する 。
【学びに向かう力・人間性等】
身のまわりのさまざまな物体にはた
らく力について主体的に考え，その
性質や共通点などについて考える。

期末考査

１編１章　運動の表し方
①運動の表し方
②等速直線運動
③合成速度と相対速度
④直線運動の加速度
⑤落体の運動
実験

教材
教科書、プリント

中間考査

１編２章　さまざまな力とそのは
たらき
①力とつり合い
実験
②運動の法則
③さまざまな運動とはたらく力
実験

教材
教科書、プリント

期末考査

１編１章　運動の表し方
【知識及び技能】
時刻と時間，移動距離と変位，速さと速度の
違いを理解している。
v-t グラフ，x-t グラフの特徴を理解してい
る。
運動の特徴やグラフで表したときの特徴を理
解している。
自由落下や投げ上げ、投げ下ろしによる運動
がどのような運動か理解し，その加速度につ
いて理解している。
物体の運動は水平方向と鉛直方向に分けて考
えることができることを理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
その運動の特徴を考察し，グラフを用いて正
確に表現している。
実験結果をどのように分析すればよいかを科
学的に考察している。
自由落下運動や等加速度直線運動、投げ下ろ
した物体、投げ上げた物体、水平投射された
物体の運動のようすを表す式の導き方を理解
し，表現している。
【学びに向かう力・人間性等】
身近な物の運動に見られる現象について，自
分の体験等を踏まえて考えようとしている。

中間考査

１編２章　さまざまな力とそのはたらき
【知識及び技能】
力の 3 要素と，2 つの力が物体にはたらくと
きの力のつり合いの条件について理解してい
る。
力の合成と分解について，作図を通して理解
している。
慣性の法則や運動方程式、作用・反作用の法
則、物体にはたらく重力について理解してい
る。
静止摩擦力と動摩擦力の共通点や相違点を理
解している。
水中の物体にはたらく水圧や浮力と，アルキ
メデスの原理ついて理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物
体の質量についての関係を定量的に調べ実験
結果を科学的に分析，考察し，表現している
。
【学びに向かう力・人間性等】
身のまわりのさまざまな物体にはたらく力に
ついて主体的に考え，その性質や共通点など
について考えようとしている。

期末考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思



〇 〇 〇 8

〇 〇 〇 8

１
学
期

１編１章　運動の表し方
【知識及び技能】
時刻と時間，移動距離と変位，速さ
と速度の違いを理解する。
v-t グラフ，x-t グラフの特徴を理
解する。
運動の特徴やグラフで表したときの
特徴を理解する。
自由落下や投げ上げ、投げ下ろしに
よる運動がどのような運動か理解
し，その加速度について理解する。
物体の運動は水平方向と鉛直方向に
分けて考えることができることを理
解する。
【思考力・判断力・表現力等】
その運動の特徴を考察し，グラフを
用いて正確に表現する。
実験結果をどのように分析すればよ
いかを科学的に考察する。
自由落下運動や等加速度直線運動、
投げ下ろした物体、投げ上げた物
体、水平投射された物体の運動のよ
うすを表す式の導き方を理解し，表
現する。
【学びに向かう力・人間性等】
身近な物の運動に見られる現象につ
いて，自分の体験等を踏まえて考え
る。

中間考査

１編２章　さまざまな力とそのはた
らき
【知識及び技能】
力の 3 要素と，2 つの力が物体に
はたらくときの力のつり合いの条件
について理解する。
力の合成と分解について，作図を通
して理解する。
慣性の法則や運動方程式、作用・反
作用の法則、物体にはたらく重力に
ついて理解する。
静止摩擦力と動摩擦力の共通点や相
違点を理解する。
水中の物体にはたらく水圧や浮力
と，アルキメデスの原理ついて理解
する。
【思考力・判断力・表現力等】
物体にはたらく力，物体に生じる加
速度，物体の質量についての関係を
定量的に調べ実験結果を科学的に分
析，考察し，表現する 。
【学びに向かう力・人間性等】
身のまわりのさまざまな物体にはた
らく力について主体的に考え，その
性質や共通点などについて考える。

期末考査

１編１章　運動の表し方
①運動の表し方
②等速直線運動
③合成速度と相対速度
④直線運動の加速度
⑤落体の運動
実験

教材
教科書、プリント

中間考査

１編２章　さまざまな力とそのは
たらき
①力とつり合い
実験
②運動の法則
③さまざまな運動とはたらく力
実験

教材
教科書、プリント

期末考査

１編１章　運動の表し方
【知識及び技能】
時刻と時間，移動距離と変位，速さと速度の
違いを理解している。
v-t グラフ，x-t グラフの特徴を理解してい
る。
運動の特徴やグラフで表したときの特徴を理
解している。
自由落下や投げ上げ、投げ下ろしによる運動
がどのような運動か理解し，その加速度につ
いて理解している。
物体の運動は水平方向と鉛直方向に分けて考
えることができることを理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
その運動の特徴を考察し，グラフを用いて正
確に表現している。
実験結果をどのように分析すればよいかを科
学的に考察している。
自由落下運動や等加速度直線運動、投げ下ろ
した物体、投げ上げた物体、水平投射された
物体の運動のようすを表す式の導き方を理解
し，表現している。
【学びに向かう力・人間性等】
身近な物の運動に見られる現象について，自
分の体験等を踏まえて考えようとしている。

中間考査

１編２章　さまざまな力とそのはたらき
【知識及び技能】
力の 3 要素と，2 つの力が物体にはたらくと
きの力のつり合いの条件について理解してい
る。
力の合成と分解について，作図を通して理解
している。
慣性の法則や運動方程式、作用・反作用の法
則、物体にはたらく重力について理解してい
る。
静止摩擦力と動摩擦力の共通点や相違点を理
解している。
水中の物体にはたらく水圧や浮力と，アルキ
メデスの原理ついて理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物
体の質量についての関係を定量的に調べ実験
結果を科学的に分析，考察し，表現している
。
【学びに向かう力・人間性等】
身のまわりのさまざまな物体にはたらく力に
ついて主体的に考え，その性質や共通点など
について考えようとしている。

期末考査

２
学
期

１編３章　力学的エネルギー
２編１章　熱
【知識及び技能】
仕事とエネルギーの関係，仕事の原
理、仕事率について理解する。
運動エネルギーと位置エネルギーに
ついて理解し，定量的に表す。
力学的エネルギーが保存される場
合、保存されない場合について理解
する。また，熱などまで含めれば全
てのエネルギーが保存されている
（エネルギー保存の法則が成り立
つ）ことを理解する。
熱と温度について理解する。
熱がエネルギーであることや物質の
三態と潜熱について理解する。
熱量の保存や熱力学第１法則を理解
する。
熱効率と可逆変化，不可逆変化につ
いて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
仕事とエネルギーの関係がどうなっ
ているかを調べるために実験を行
い， 得られた実験結果を科学的に
分析，考察し，表現する。
物質の種類によって温度変化に必要
な熱量が異なるか調べるために実験
を行い， 得られた実験結果を科学
的に分析，考察し，表現する。
【学びに向かう力・人間性等】
仕事や仕事率、エネルギーついて考
察し，表現しようとする。
物質の種類によって温度変化に必要
な熱量が異なるか調べるために実験
を行い，得られた実験結果を科学的
に分析，考察する。

中間考査

【知識及び技能】
波は振動であることを理解し，波源
や媒質について理解している。ま
た，直線状に伝わる波の波形につい
て理解する。
y- x グラフとｙ-ｔグラフとの関係
を理解している。また，波の速さ，
周期，振動数，波長の関係を理解す
る。
波の独立性と波の重ね合わせの原
理、定在波について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
中学校の既習事項から， P 波や S
波について考え，自分なりにそれら
の相違点について考え，表現する。
波が重なって定在波ができるようす
を，作図を通して表現する。
固有振動の特徴を調べるために実験
を行い， 得られた実験結果を科学
的に分析，考察し，表現する。
気柱内に定在波が生じると予測し，
それを調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，
考察し，表現する。
【学びに向かう力・人間性等】
人がつくるウェーブや，リボンを付
けたつる巻ばねがつくる波につい
て，異なる点や気付いたことを考え
たり表現しようとする。
固有振動の特徴を調べるために実験
を行い， 得られた実験結果を科学
的に分析，考察し，他人の実験結果
や考察と比較しながら議論して深く
考える。
気柱内に定在波が生じると予測し，
それを調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，
考察し，他人の実験結果や考察と比
較しながら議論して深く考える。

期末考査

１編３章　力学的エネルギー
①エネルギーと仕事
②運動エネルギーと位置エネル
ギー
③力学的エネルギーの保存
④力学的エネルギーが保存されな
い場合
実験

２編１章　熱
①温度と熱
実験
②熱の移動と保存
③熱と仕事
④熱効率と不可逆変化
実験

教材
教科書、プリント

中間考査

２編２章　波
①波を表す
②波の重ね合わせ
実験
③音の性質
④弦の固有振動
⑤気柱の固有振動
実験

教材
教科書、ワーク、プリント

期末考査

１編３章　力学的エネルギー
２編１章　熱
【知識及び技能】
仕事とエネルギーの関係，仕事の原理、仕事
率について理解している。
運動エネルギーと位置エネルギーについて理
解し，定量的に表すことができる。
力学的エネルギーが保存される場合、保存さ
れない場合について理解している。また，熱
などまで含めれば全てのエネルギーが保存さ
れている（エネルギー保存の法則が成り立
つ）ことを理解している。
熱と温度について理解している。
熱がエネルギーであることや物質の三態と潜
熱について理解している。
熱量の保存や熱力学第１法則を理解してい
る。
熱効率と可逆変化，不可逆変化について理解
している。
【思考力・判断力・表現力等】
仕事とエネルギーの関係がどうなっているか
を調べるために実験を行い， 得られた実験結
果を科学的に分析，考察し，表現している。
物質の種類によって温度変化に必要な熱量が
異なるか調べるために実験を行い， 得られた
実験結果を科学的に分析，考察し，表現して
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
仕事や仕事率、エネルギーついて考察し，表
現しようとしている。
物質の種類によって温度変化に必要な熱量が
異なるか調べるために実験を行い，得られた
実験結果を科学的に分析，考察している。

中間考査

【知識及び技能】
波は振動であることを理解し，波源や媒質に
ついて理解している。また，直線状に伝わる
波の波形について理解している。
y- x グラフとｙ-ｔグラフとの関係を理解し
ている。また，波の速さ，周期，振動数，波
長の関係を理解している。
波の独立性と波の重ね合わせの原理、定在波
について理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
中学校の既習事項から， P 波や S 波につい
て考え，自分なりにそれらの相違点について
考え，表現している。
波が重なって定在波ができるようすを，作図
を通して表現している。
固有振動の特徴を調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，考察し，
表現している。
気柱内に定在波が生じると予測し，それを調
べるために実験を行い， 得られた実験結果を
科学的に分析，考察し，表現している。
【学びに向かう力・人間性等】
人がつくるウェーブや，リボンを付けたつる
巻ばねがつくる波について，異なる点や気付
いたことを考えたり表現しようとしたりして
いる。
固有振動の特徴を調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，考察し，
他人の実験結果や考察と比較しながら議論し
て深く考えようとしている。
気柱内に定在波が生じると予測し，それを調
べるために実験を行い， 得られた実験結果を
科学的に分析，考察し，他人の実験結果や考
察と比較しながら議論して深く考えようとし
ている。

期末考査
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定期考査

70

２
学
期

１編３章　力学的エネルギー
２編１章　熱
【知識及び技能】
仕事とエネルギーの関係，仕事の原
理、仕事率について理解する。
運動エネルギーと位置エネルギーに
ついて理解し，定量的に表す。
力学的エネルギーが保存される場
合、保存されない場合について理解
する。また，熱などまで含めれば全
てのエネルギーが保存されている
（エネルギー保存の法則が成り立
つ）ことを理解する。
熱と温度について理解する。
熱がエネルギーであることや物質の
三態と潜熱について理解する。
熱量の保存や熱力学第１法則を理解
する。
熱効率と可逆変化，不可逆変化につ
いて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
仕事とエネルギーの関係がどうなっ
ているかを調べるために実験を行
い， 得られた実験結果を科学的に
分析，考察し，表現する。
物質の種類によって温度変化に必要
な熱量が異なるか調べるために実験
を行い， 得られた実験結果を科学
的に分析，考察し，表現する。
【学びに向かう力・人間性等】
仕事や仕事率、エネルギーついて考
察し，表現しようとする。
物質の種類によって温度変化に必要
な熱量が異なるか調べるために実験
を行い，得られた実験結果を科学的
に分析，考察する。

中間考査

【知識及び技能】
波は振動であることを理解し，波源
や媒質について理解している。ま
た，直線状に伝わる波の波形につい
て理解する。
y- x グラフとｙ-ｔグラフとの関係
を理解している。また，波の速さ，
周期，振動数，波長の関係を理解す
る。
波の独立性と波の重ね合わせの原
理、定在波について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
中学校の既習事項から， P 波や S
波について考え，自分なりにそれら
の相違点について考え，表現する。
波が重なって定在波ができるようす
を，作図を通して表現する。
固有振動の特徴を調べるために実験
を行い， 得られた実験結果を科学
的に分析，考察し，表現する。
気柱内に定在波が生じると予測し，
それを調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，
考察し，表現する。
【学びに向かう力・人間性等】
人がつくるウェーブや，リボンを付
けたつる巻ばねがつくる波につい
て，異なる点や気付いたことを考え
たり表現しようとする。
固有振動の特徴を調べるために実験
を行い， 得られた実験結果を科学
的に分析，考察し，他人の実験結果
や考察と比較しながら議論して深く
考える。
気柱内に定在波が生じると予測し，
それを調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，
考察し，他人の実験結果や考察と比
較しながら議論して深く考える。

期末考査

１編３章　力学的エネルギー
①エネルギーと仕事
②運動エネルギーと位置エネル
ギー
③力学的エネルギーの保存
④力学的エネルギーが保存されな
い場合
実験

２編１章　熱
①温度と熱
実験
②熱の移動と保存
③熱と仕事
④熱効率と不可逆変化
実験

教材
教科書、プリント

中間考査

２編２章　波
①波を表す
②波の重ね合わせ
実験
③音の性質
④弦の固有振動
⑤気柱の固有振動
実験

教材
教科書、ワーク、プリント

期末考査

１編３章　力学的エネルギー
２編１章　熱
【知識及び技能】
仕事とエネルギーの関係，仕事の原理、仕事
率について理解している。
運動エネルギーと位置エネルギーについて理
解し，定量的に表すことができる。
力学的エネルギーが保存される場合、保存さ
れない場合について理解している。また，熱
などまで含めれば全てのエネルギーが保存さ
れている（エネルギー保存の法則が成り立
つ）ことを理解している。
熱と温度について理解している。
熱がエネルギーであることや物質の三態と潜
熱について理解している。
熱量の保存や熱力学第１法則を理解してい
る。
熱効率と可逆変化，不可逆変化について理解
している。
【思考力・判断力・表現力等】
仕事とエネルギーの関係がどうなっているか
を調べるために実験を行い， 得られた実験結
果を科学的に分析，考察し，表現している。
物質の種類によって温度変化に必要な熱量が
異なるか調べるために実験を行い， 得られた
実験結果を科学的に分析，考察し，表現して
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
仕事や仕事率、エネルギーついて考察し，表
現しようとしている。
物質の種類によって温度変化に必要な熱量が
異なるか調べるために実験を行い，得られた
実験結果を科学的に分析，考察している。

中間考査

【知識及び技能】
波は振動であることを理解し，波源や媒質に
ついて理解している。また，直線状に伝わる
波の波形について理解している。
y- x グラフとｙ-ｔグラフとの関係を理解し
ている。また，波の速さ，周期，振動数，波
長の関係を理解している。
波の独立性と波の重ね合わせの原理、定在波
について理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
中学校の既習事項から， P 波や S 波につい
て考え，自分なりにそれらの相違点について
考え，表現している。
波が重なって定在波ができるようすを，作図
を通して表現している。
固有振動の特徴を調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，考察し，
表現している。
気柱内に定在波が生じると予測し，それを調
べるために実験を行い， 得られた実験結果を
科学的に分析，考察し，表現している。
【学びに向かう力・人間性等】
人がつくるウェーブや，リボンを付けたつる
巻ばねがつくる波について，異なる点や気付
いたことを考えたり表現しようとしたりして
いる。
固有振動の特徴を調べるために実験を行い，
得られた実験結果を科学的に分析，考察し，
他人の実験結果や考察と比較しながら議論し
て深く考えようとしている。
気柱内に定在波が生じると予測し，それを調
べるために実験を行い， 得られた実験結果を
科学的に分析，考察し，他人の実験結果や考
察と比較しながら議論して深く考えようとし
ている。

期末考査

３
学
期

２編３章　電気
２編４章　エネルギーとその利用
【知識及び技能】
静電気や原子構造，電流の大きさの
表し方や向き，電圧について理解す
る。
オームの法則について理解する。
２つの抵抗を直列接続，もしくは並
列接続したときの合成抵抗について
理解する。
電力と電力量，ジュール熱について
理解する。
電磁誘導の法則を理解している。ま
た，発電所では，発電機を回転させ
ることで発電を行っていることを理
解する。
エネルギーがどのように形を変える
かを理解し，エネルギー保存の法則
を理解する。
原子核の表し方と同位体，放射線と
半減期について理解する。
放射線の性質を理解し，放射線が身
のまわりで利用されていることや人
体へ与える影響について理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
抵抗の形状と抵抗値の大きさにどの
ような関係があるか仮説を立て，そ
れを調べるために実験を行い， 得
られた実験結果を科学的に分析，考
察し，表現する。
電流を流した導線のまわりに起きる
変化について考察し，表現する。
放射線測定器で身のまわりの放射線
を測定したり，放射線源と測定器の
距離を変えながら放射線を測定した
りすることで，放射線から身を守る
ためにどのようなことが有効か科学
的に考察する。

【学びに向かう力・人間性等】
得られた実験結果を科学的に分析，
考察し，他人の実験結果や考察と比
較しながら議論して深く考えようと
する。
持続可能な社会の実現へ向けたエネ
ルギー利用の取り組みに関して自ら
調べる。

２編終章　物理学が拓く世界
【知識及び技能】
日常生活や社会と物理学がどのよう
に関わっているか，身近な科学技術
を例に理解する。

２編３章　電気
①電流と電圧
②電気抵抗
③抵抗の接続
④電気とエネルギー
実験
⑤直流と交流
⑥電磁波

教材
教科書、プリント

２編４章　エネルギーとその利用
①エネルギーの変換と保存
②原子核のエネルギー
③熱と仕事
④エネルギーの利用と課題

教材
教科書、プリント

２編終章　物理学が拓く世界
①物理学が拓く世界

教材
教科書

２編３章　電気
２編４章　エネルギーとその利用
【知識及び技能】
静電気や原子構造，電流の大きさの表し方や
向き，電圧について理解している。
オームの法則について理解している。
２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続し
たときの合成抵抗について理解している。
電力と電力量，ジュール熱について理解して
いる。
電磁誘導の法則を理解している。また，発電
所では，発電機を回転させることで発電を
行っていることを理解している。
エネルギーがどのように形を変えるかを理解
し，エネルギー保存の法則を理解している。
原子核の表し方と同位体，放射線と半減期に
ついて理解している。
放射線の性質を理解し，放射線が身のまわり
で利用されていることや人体へ与える影響に
ついて理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような関
係があるか仮説を立て，それを調べるために
実験を行い， 得られた実験結果を科学的に分
析，考察し，表現している。
電流を流した導線のまわりに起きる変化につ
いて考察し，表現している。
放射線測定器で身のまわりの放射線を測定し
たり，放射線源と測定器の距離を変えながら
放射線を測定したりすることで，放射線から
身を守るためにどのようなことが有効か科学
的に考察している。

【学びに向かう力・人間性等】
得られた実験結果を科学的に分析，考察し，
他人の実験結果や考察と比較しながら議論し
て深く考えようとしている。
持続可能な社会の実現へ向けたエネルギー利
用の取り組みに関して自ら調べている。

２編終章　物理学が拓く世界
【知識及び技能】
日常生活や社会と物理学がどのように関わっ
ているか，身近な科学技術を例に理解してい
る。

学年末考査



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： 新編　化学基礎（東京書籍）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

〇 〇 2

〇 〇 〇 8

〇 〇 1

〇 〇 〇 5

〇 〇 〇 14

野津田 理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

物質とその変化について理解するとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験の基本的な
技能を身につける。

観察、実験などを行い、化学的な事象について科学
的に探究する力を身につける。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を身につける。

理科
自然の事物・現象に関わり、理科の味方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことな
どを通して、自然の事物・現象を科学的に探求するために必要な資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに必要な技能を身につける。

観察、実験などを行い、探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎
科学的に探究するために必要な知識・技能を日常生活との関わりを意識しながら身に着けさせる。観
察，実験を通して、身につけた知識・技能を活用して科学的に探究する力を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

態
配当
時数

１
学
期

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
【知識及び技能】化学の特徴を理
解し，それらの観察、実験などに
関する技能を身につけさせる。
【思考力・判断力・表現力】観
察・実験などを通して、物質の性
質について科学的に考察し表現す
る力を身につけさせる。
【学びに向かう力・人間性等】身
のまわりの化学に関する現象に主
体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

2章　物質の成分と構成元素
【知識及び技能】化学と物質につ
いて，物質の分離、精製，単体と
化合物，熱運動と物質の三態につ
いて理解し、物質を分離・精製す
る技能を身につけさせる。
【思考力・判断力・表現力】化学
と物質について，物質の性質から
様々な混合物の分離・精製法を話
し合って考えたり、表現したりす
る力を養う。
【学びに向かう力・人間性等】物
質の分離・精製，単体と化合物，
熱運動と物質の三態に関する事
物・現象を身近な事柄と関連付け
ながら科学的に探究しようとする
態度を養う。

中間考査

2編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
【知識及び技能】原子の構造，電
子配置と周期表について理解させ
る。
【思考力・判断力・表現力】物質
の構成粒子について，原子の構
造，電子配置と周期表の構成との
関連を考えて表現する力を養う。
【学びに向かう力・人間性等】身
のまわりのものの構成元素を調べ
たり，現象を微視的な視点で探究
しようとする態度を養う。

２章　化学結合
【知識及び技能】イオンや化学結
合について電子配置の観点から理
解し、物質の性質との関係を整理
できるようにする。
【思考力・判断力・表現力】イオ
ンや化学結合について、実験・観
察などを通してさまざまな物質を
分類したり、特徴や考えたことを
表現したりする力を身につけさせ
る。
【学びに向かう力・人間性等】イ
オンや化学結合に関する実験・観
察を通して様々な事物・現象に関
り，身のまわりの事物・現象に結
び付けて探究しようとする態度を
養う。

期末考査

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
・身のまわりの物や化学的な事象
・物質の性質とその利用

実験：チョークと塩酸の反応、エ
タノールと水の混合
教材：教科書、ワーク、プリント

2章　物質の成分と構成元素
①物質の成分
②物質の構成元素
③物質の三態

実験：混合物の分離（ワインの蒸
留、醤油から塩を取り出す）
教材：教科書、ワーク、プリント

2編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
①原子の構造
②電子配置と周期表

２章　化学結合
①イオンとイオン結合
②分子と共有結合
③金属と金属結合
④化学結合と物質の分類

実験：イオンと電導度、物質の分
類（化学結合）
使用教材：教科書、ワーク、プリ
ント

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
【知識及び技能】身のまわりには物質が多くあ
り，化学反応が様々な場面で応用されることを理
解している。
【思考力・判断力・表現力】物質の性質をもと
に，実験結果を予測したり考察したりすることが
できる。
【学びに向かう力・人間性等】身のまわりの物質
や化学的な事象についての話し合いを通じて、化
学とは何か考えようとしている。

2章　物質の成分と構成元素
【知識及び技能】化学と物質についての実験など
を通して，物質の分離・精製，単体と化合物，熱
運動と物質の三態について理解しているととも
に，ガスバーナーの使用やろ過など基本的な実験
操作を行うことができる。
【思考力・判断力・表現力】化学と物質につい
て，物質の性質から様々な混合物の分離・精製法
を話し合って考えたり、表現したりできる。
【学びに向かう力・人間性等】化学の特徴，物質
の分離・精製，単体と化合物，熱運動と物質の三
態について、身近な現象と関連付けながら科学的
に探究しようとしている。

2編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
【知識及び技能】原子の構造，電子配置と周期表
について理解している。
【思考力・判断力・表現力】物質の構成粒子につ
いて，原子の構造，電子配置と周期表の構成との
関連を考えて表現できる。
【学びに向かう力・人間性等】身のまわりのもの
の構成元素を調べたり，現象を微視的な視点で探
究しようとしている。

２章　化学結合
【知識及び技能】イオンや化学結合について電子
配置の観点から理解し、物質の性質との関係を整
理できている。
【思考力・判断力・表現力】イオンや化学結合に
ついて、実験・観察などを通してさまざまな物質
を分類したり、特徴や考えたことを表現したりす
ることができる。
【学びに向かう力・人間性等】イオンや化学結合
に関する実験・観察を通して様々な事物・現象に
関り，身のまわりの事物・現象に結び付けて探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思



〇 〇 1

〇 〇 〇 10

〇 〇 1

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇 12

〇 〇 1

〇 〇 〇 5

合計

１
学
期

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
【知識及び技能】化学の特徴を理
解し，それらの観察、実験などに
関する技能を身につけさせる。
【思考力・判断力・表現力】観
察・実験などを通して、物質の性
質について科学的に考察し表現す
る力を身につけさせる。
【学びに向かう力・人間性等】身
のまわりの化学に関する現象に主
体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

2章　物質の成分と構成元素
【知識及び技能】化学と物質につ
いて，物質の分離、精製，単体と
化合物，熱運動と物質の三態につ
いて理解し、物質を分離・精製す
る技能を身につけさせる。
【思考力・判断力・表現力】化学
と物質について，物質の性質から
様々な混合物の分離・精製法を話
し合って考えたり、表現したりす
る力を養う。
【学びに向かう力・人間性等】物
質の分離・精製，単体と化合物，
熱運動と物質の三態に関する事
物・現象を身近な事柄と関連付け
ながら科学的に探究しようとする
態度を養う。

中間考査

2編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
【知識及び技能】原子の構造，電
子配置と周期表について理解させ
る。
【思考力・判断力・表現力】物質
の構成粒子について，原子の構
造，電子配置と周期表の構成との
関連を考えて表現する力を養う。
【学びに向かう力・人間性等】身
のまわりのものの構成元素を調べ
たり，現象を微視的な視点で探究
しようとする態度を養う。

２章　化学結合
【知識及び技能】イオンや化学結
合について電子配置の観点から理
解し、物質の性質との関係を整理
できるようにする。
【思考力・判断力・表現力】イオ
ンや化学結合について、実験・観
察などを通してさまざまな物質を
分類したり、特徴や考えたことを
表現したりする力を身につけさせ
る。
【学びに向かう力・人間性等】イ
オンや化学結合に関する実験・観
察を通して様々な事物・現象に関
り，身のまわりの事物・現象に結
び付けて探究しようとする態度を
養う。

期末考査

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
・身のまわりの物や化学的な事象
・物質の性質とその利用

実験：チョークと塩酸の反応、エ
タノールと水の混合
教材：教科書、ワーク、プリント

2章　物質の成分と構成元素
①物質の成分
②物質の構成元素
③物質の三態

実験：混合物の分離（ワインの蒸
留、醤油から塩を取り出す）
教材：教科書、ワーク、プリント

2編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
①原子の構造
②電子配置と周期表

２章　化学結合
①イオンとイオン結合
②分子と共有結合
③金属と金属結合
④化学結合と物質の分類

実験：イオンと電導度、物質の分
類（化学結合）
使用教材：教科書、ワーク、プリ
ント

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
【知識及び技能】身のまわりには物質が多くあ
り，化学反応が様々な場面で応用されることを理
解している。
【思考力・判断力・表現力】物質の性質をもと
に，実験結果を予測したり考察したりすることが
できる。
【学びに向かう力・人間性等】身のまわりの物質
や化学的な事象についての話し合いを通じて、化
学とは何か考えようとしている。

2章　物質の成分と構成元素
【知識及び技能】化学と物質についての実験など
を通して，物質の分離・精製，単体と化合物，熱
運動と物質の三態について理解しているととも
に，ガスバーナーの使用やろ過など基本的な実験
操作を行うことができる。
【思考力・判断力・表現力】化学と物質につい
て，物質の性質から様々な混合物の分離・精製法
を話し合って考えたり、表現したりできる。
【学びに向かう力・人間性等】化学の特徴，物質
の分離・精製，単体と化合物，熱運動と物質の三
態について、身近な現象と関連付けながら科学的
に探究しようとしている。

2編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
【知識及び技能】原子の構造，電子配置と周期表
について理解している。
【思考力・判断力・表現力】物質の構成粒子につ
いて，原子の構造，電子配置と周期表の構成との
関連を考えて表現できる。
【学びに向かう力・人間性等】身のまわりのもの
の構成元素を調べたり，現象を微視的な視点で探
究しようとしている。

２章　化学結合
【知識及び技能】イオンや化学結合について電子
配置の観点から理解し、物質の性質との関係を整
理できている。
【思考力・判断力・表現力】イオンや化学結合に
ついて、実験・観察などを通してさまざまな物質
を分類したり、特徴や考えたことを表現したりす
ることができる。
【学びに向かう力・人間性等】イオンや化学結合
に関する実験・観察を通して様々な事物・現象に
関り，身のまわりの事物・現象に結び付けて探究
しようとしている。

70

２
学
期

３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式
【知識及び技能】物質量の概念や
化学反応の書き方を理解させる。
また、定量実験に関する基礎的な
技能を習得させる。
【思考力・判断力・表現力】化学
反応式や物質量の考え方を基に、
生成物の量を予測したり、実験結
果から考えられることを表現する
力を身につけさせる。
【学びに向かう力・人間性等】身
のまわりの事象を化学反応の観点
から考え、主体的に事物・現象を
科学的に探究する態度を養う。

中間考査

２章　酸と塩基
【知識及び技能】酸・塩基と中和
について理解させ，溶液を調製し
たり中和滴定を行ったりするため
の実験技能を身につけさせる。
【思考力・判断力・表現力】実験
を通して酸・塩基の性質について
考えたり、定量的な観点で酸・塩
基、中和滴定に関する実験の結果
を予測したりすることができる力
を養う。
【学びに向かう力・人間性等】身
のまわりの酸・塩基や中和反応に
ついて主体的に考えたり，科学的
に探究したりしようとする態度を
養う。

３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式
①原子量・分子量・式量
②物質量
③溶液の濃度
④化学反応の表し方
⑤化学反応式の表す量的関係

実験：炭酸水素ナトリウムの熱分
解、炭酸水素ナトリウムとシュウ
酸の反応
教材：教科書、ワーク、プリント

２章　酸と塩基
①酸と塩基
②水素イオン濃度とpH
③中和反応と塩の生成
④中和滴定

実験：中和滴定（塩酸と水酸化ナ
トリウムの中和反応）
教材：教科書、ワーク、プリント

３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式
【知識及び技能】物質量の概念や化学反応の書き
方を理解している。また、定量実験に関する基礎
的な技能を習得している。
【思考力・判断力・表現力】化学反応式や物質量
の考え方を基に、生成物の量を予測したり、実験
結果から考えられることを表現する力を身につけ
る。
【学びに向かう力・人間性等】身のまわりの事象
を化学反応の観点から考え、主体的に事物・現象
を科学的に探究しようとしている。

２章　酸と塩基
【知識及び技能】酸・塩基と中和について理解
し，溶液を調製したり中和滴定を行ったりするた
めの実験技能を習得している。
【思考力・判断力・表現力】実験を通して酸・塩
基の性質について考えたり、定量的な観点で酸・
塩基、中和滴定に関する実験の結果を予測したり
することができる。
【学びに向かう力・人間性等】身のまわりの酸・
塩基や中和反応について主体的に考えたり，科学
的に探究したりしようとしている。

３
学
期

３章　酸化還元反応
【知識及び技能】酸化と還元につ
いて理解させ、酸化還元滴定に関
する基本的な実験技能を身につけ
させる。
【思考力・判断力・表現力】実験
を通して酸化還元反応について考
えたり、定量的な観点で酸化還元
滴定に関する実験の結果を予測し
たりすることができる力を養う。
【学びに向かう力・人間性等】身
のまわりの酸化還元反応について
主体的に考えたり，科学的に探究
したりしようとする態度を養う。

学年末考査

終章　化学が拓く世界
【知識及び技能】これまでに学習
した化学に関する内容を整理させ
る。
【思考力・判断力・表現力】これ
までの学習内容や他教科の内容を
相互に関連させて、身のまわりの
事物・現象について考えたり表現
したりする力を身につけさせる。
【学びに向かう力・人間性等】こ
れまでの学習を振り返りながら、
化学が拓く世界を主体的に考えた
り調べたりする力を養う。

３章　酸化還元反応
①酸化と還元
②酸化剤と還元剤
③金属の酸化還元反応
④酸化還元反応の応用

実験：酸化還元滴定（過マンガン
酸カリウムとシュウ酸の反応）
教材：教科書、ワーク、プリント

終章　化学が拓く世界
化学基礎で学んできたことが日常
生活や社会生活を支えている科学
技術と結びついていることを確認
する（調べ学習、プレゼン）

３章　酸化還元反応
【知識及び技能】酸化と還元について理解し、酸
化還元滴定に関する基本的な実験技能を身につけ
ている。
【思考力・判断力・表現力】実験を通して酸化還
元反応について考えたり、定量的な観点で酸化還
元滴定に関する実験の結果を予測したりすること
ができる。
【学びに向かう力・人間性等】身のまわりの酸化
還元反応について主体的に考えたり，科学的に探
究したりしようとしている。

終章　化学が拓く世界
【知識及び技能】これまでに学習した化学に関す
る内容を整理することができる。
【思考力・判断力・表現力】これまでの学習内容
や他教科の内容を相互に関連させて、身のまわり
の事物・現象について考えたり表現したりするこ
とができる。
【学びに向かう力・人間性等】これまでの学習を
振り返りながら、化学が拓く世界を主体的に考え
たり調べたりしようとしている。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組
使用教科書： 現代高等保健体育（大修館書店）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

2.安全な社会生活
指導項目・内容 【知識及び技能】

【知識及び技能】 　（ア）安全な社会づくり
　（イ）応急手当

使用教材
　・教科書、各種資料

【思考力、判断力、表現力等】
○ICT機器の活用、1人１台端末の活用【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査

3.生涯を通じる健康 【知識及び技能】
【知識及び技能】 指導項目・内容

　（ア）生涯の各段階における健康
　（イ）労働と健康

使用教材
【思考力、判断力、表現力等】 　・教科書、各種資料

【思考力、判断力、表現力等】
○ICT機器の活用、1人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】 【学びに向かう力、人間性】

定期考査

4.健康を支える環境づくり 【知識及び技能】
【知識及び技能】 指導項目・内容

（ア）環境と健康
（イ）食品と健康
（ウ）保健医療制度及び地域の

【思考力、判断力、表現力等】 　　　保健・医療機関
（エ）健康に関する環境づくりと
　　　社会参加 【思考力、判断力、表現力等】

　・教科書、各種資料

○ICT機器の活用、1人１台端末の活用

【主体的に学習に取り組む態度】
【学びに向かう力、人間性】

合計

定期考査

保健

野津田 保健体育 保健
保健体育 保健 1

保健体育
【 知　識　及　び　技　能 】 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

個人及び社会生活における健康・安全について理
解を深めるとともに、技能を身に付けるようにす
る。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目
指し、明るく豊かで活力ある生活
を営む態度を養う。

態
配
当

１
学
期

○ ○ ○ 12

安全な社会生活について理解を深めるととも
に、応急手当を適切にすること。安全な社会生活について理解を深

めるとともに、応急手当を適切に
すること。

安全な社会生活について理解を深
めるとともに、応急手当を適切に
すること。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

安全な社会生活について理解を深めるととも
に、応急手当を適切にすること。

　現代社会と健康についての学習に主体的に
取り組もうとする。

　現代社会と健康についての学習
に主体的に取り組もうとする。

２
学
期

○ ○ 12

生涯を通じる健康について理解を深めるこ
と。生涯を通じる健康について理解を

深めること。

生涯を通じる健康に関する情報か
ら課題を発見し、健康に関する原
則や概念に着目して解決の方法を
思考し判断するとともに、それら
を表現すること。

生涯を通じる健康に関する情報から課題を発
見し、健康に関する原則や概念に着目して解
決の方法を思考し判断するとともに、それら
を表現すること。

　生涯を通じる健康についての学
習に主体的に取り組もうとする。

　生涯を通じる健康についての学習に主体的
に取り組もうとする。

○

　健康を支える環境づくりについての学習に
主体的に取り組もうとする。 35

３
学
期

○ ○ ○

11

健康を支える環境づくりについて理解を深め
ること。健康を支える環境づくりについて

理解を深めること。

健康を支える環境づくりに関する
情報から課題を発見し、健康に関
する原則や概念に着目して解決の
方法を思考し判断するとともに、
それらを表現すること。

健康を支える環境づくりに関する情報から課
題を発見し、健康に関する原則や概念に着目
して解決の方法を思考し判断するとともに、
それらを表現すること。

　健康を支える環境づくりについ
ての学習に主体的に取り組もうと
する。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

野津田 保健体育 体育
保健体育 体育 3

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解
するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむととも
に健康の保持増進と体力の向上を目指し、明
るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

思 態

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

配当
時数

１

学

期

【知識及び技能】 〈スポーツテスト〉
スポーツテストの指数を向上させるた
めに練習を行う。

<水泳競技＞
クロール、平泳ぎの練習。泳力チェッ
ク後、泳力別指導。

〈球技〉
①サッカー
リフティング、キックの練習（インサ
イド・インステップ・インフロント：
パス・シュートへの適用）
トラップ、ドリブル・フェイント
基礎的な技能を生かしてのゲーム及び
審判法を学ぶ

②バドミントン
サービス、フォアハンド、バックハン
ド、ロブ、ヘアピン、オーバーヘッド
ストローク

③アルティメット
バックハンド、フォアハンド、スポッ
トゴール練習、ターゲットランプ
レー、トランジション練習、アウトナ
ンバー練習、基礎的な技能を生かして
のゲーム及び審判法を学ぶ

④卓球
フォアハンドストローク、ハーフボ
レー、ショートカット、カットサービ
ス、左右へのフットワーク

⑤バレー
アンダーハンドパス、オーバーハンド
パス、トス、アタック、ブロック、
サーブ、状況に応じた三段攻撃

〈陸上〉
持久走

〈体育理論〉
◇スポーツの文化的特性や現代スポー
ツの発展
（ア）スポーツの歴史的発展と多様な
変化
（イ）現代のスポーツの意義や価値
（ウ）スポーツの経済的効果と高潔さ
（エ）スポーツが環境や社会にもたら
す影響

◇運動やスポーツの効果的な学習の仕
方
（ア）運動やスポーツの技能と体力及
びスポーツによる障害
（イ）スポーツの技術と技能及びその
変化
（ウ）運動やスポーツの技能の上達過
程
（エ）運動やスポーツの活動時の健
康・安全の確保の仕方

〈スポーツテスト・陸上〉
【知識及び技能】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活
における健康・安全について理解するととも
に、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに
健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく
豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

〈水泳〉
【知識及び技能】
・クロールでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

・・平泳ぎでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取組方を工夫するととも
に自己の考えたことを他者に伝えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、自己の責任を果たそうとするこ
と、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや、水泳の事故防止に
関する心得を遵守するなど健康・安全を確保す
ることができる。
〈体育理論〉
【知識う及び技能】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方ついて、
自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思
考し、判断するとともに、他者に伝えること。

【主体的に学習に取り組む態度】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
学習に積極的に取り組むこと。

〇 〇 〇 35

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

２

学

期

【知識及び技能】

○ ○ ○ 40

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向
上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

３

学

期

【知識及び技能】

〇 〇 〇

30

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。
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年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

野津田 保健体育 体育
保健体育 体育 3

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解
するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむととも
に健康の保持増進と体力の向上を目指し、明
るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

思 態

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

配当
時数

１

学

期

【知識及び技能】 〈スポーツテスト〉
スポーツテストの指数を向上させるた
めに練習を行う。

<水泳競技＞
クロール、平泳ぎの練習。泳力チェッ
ク後、泳力別指導。

〈球技〉
①サッカー
リフティング、キックの練習（インサ
イド・インステップ・インフロント：
パス・シュートへの適用）
トラップ、ドリブル・フェイント
基礎的な技能を生かしてのゲーム及び
審判法を学ぶ

②バドミントン
サービス、フォアハンド、バックハン
ド、ロブ、ヘアピン、オーバーヘッド
ストローク

③アルティメット
バックハンド、フォアハンド、スポッ
トゴール練習、ターゲットランプ
レー、トランジション練習、アウトナ
ンバー練習、基礎的な技能を生かして
のゲーム及び審判法を学ぶ

④卓球
フォアハンドストローク、ハーフボ
レー、ショートカット、カットサービ
ス、左右へのフットワーク

⑤バレー
アンダーハンドパス、オーバーハンド
パス、トス、アタック、ブロック、
サーブ、状況に応じた三段攻撃

〈陸上〉
持久走

〈体育理論〉
◇スポーツの文化的特性や現代スポー
ツの発展
（ア）スポーツの歴史的発展と多様な
変化
（イ）現代のスポーツの意義や価値
（ウ）スポーツの経済的効果と高潔さ
（エ）スポーツが環境や社会にもたら
す影響

◇運動やスポーツの効果的な学習の仕
方
（ア）運動やスポーツの技能と体力及
びスポーツによる障害
（イ）スポーツの技術と技能及びその
変化
（ウ）運動やスポーツの技能の上達過
程
（エ）運動やスポーツの活動時の健
康・安全の確保の仕方

〈スポーツテスト・陸上〉
【知識及び技能】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活
における健康・安全について理解するととも
に、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに
健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく
豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

〈水泳〉
【知識及び技能】
・クロールでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

・・平泳ぎでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取組方を工夫するととも
に自己の考えたことを他者に伝えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、自己の責任を果たそうとするこ
と、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや、水泳の事故防止に
関する心得を遵守するなど健康・安全を確保す
ることができる。
〈体育理論〉
【知識う及び技能】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方ついて、
自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思
考し、判断するとともに、他者に伝えること。

【主体的に学習に取り組む態度】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
学習に積極的に取り組むこと。

〇 〇 〇 35

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

２

学

期

【知識及び技能】

○ ○ ○ 40

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向
上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

３

学

期

【知識及び技能】

〇 〇 〇

30

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。
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年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

体育

野津田 保健体育 体育
保健体育 体育 2

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解
するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむととも
に健康の保持増進と体力の向上を目指し、明
るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

２

学

期

【知識及び技能】

態
配当
時数

１

学

期

【知識及び技能】 〈スポーツテスト〉
スポーツテストの指数を向上させるた
めに練習を行う。

<水泳競技＞
クロール、平泳ぎの練習。泳力チェッ
ク後、泳力別指導。

〈球技〉
①サッカー
リフティング、キックの練習（インサ
イド・インステップ・インフロント：
パス・シュートへの適用）
トラップ、ドリブル・フェイント
基礎的な技能を生かしてのゲーム及び
審判法を学ぶ

②バドミントン
サービス、フォアハンド、バックハン
ド、ロブ、ヘアピン、オーバーヘッド
ストローク

③アルティメット
バックハンド、フォアハンド、スポッ
トゴール練習、ターゲットランプ
レー、トランジション練習、アウトナ
ンバー練習、基礎的な技能を生かして
のゲーム及び審判法を学ぶ

④卓球
フォアハンドストローク、ハーフボ
レー、ショートカット、カットサービ
ス、左右へのフットワーク

⑤バレー
アンダーハンドパス、オーバーハンド
パス、トス、アタック、ブロック、
サーブ、状況に応じた三段攻撃

〈陸上〉
持久走

〈体育理論〉
◇スポーツの文化的特性や現代スポー
ツの発展
（ア）スポーツの歴史的発展と多様な
変化
（イ）現代のスポーツの意義や価値
（ウ）スポーツの経済的効果と高潔さ
（エ）スポーツが環境や社会にもたら
す影響

◇運動やスポーツの効果的な学習の仕
方
（ア）運動やスポーツの技能と体力及
びスポーツによる障害
（イ）スポーツの技術と技能及びその
変化
（ウ）運動やスポーツの技能の上達過
程
（エ）運動やスポーツの活動時の健
康・安全の確保の仕方

〈スポーツテスト・陸上〉
【知識及び技能】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活
における健康・安全について理解するととも
に、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに
健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく
豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

〈水泳〉
【知識及び技能】
・クロールでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

・・平泳ぎでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取組方を工夫するととも
に自己の考えたことを他者に伝えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、自己の責任を果たそうとするこ
と、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや、水泳の事故防止に
関する心得を遵守するなど健康・安全を確保す
ることができる。
〈体育理論〉
【知識う及び技能】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方ついて、
自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思
考し、判断するとともに、他者に伝えること。

【主体的に学習に取り組む態度】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
学習に積極的に取り組むこと。

〇 〇 〇 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

○ ○ ○ 26

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向
上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

70

３

学

期

【知識及び技能】

〇 〇 〇

22

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

体育

野津田 保健体育 体育
保健体育 体育 2

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解
するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむととも
に健康の保持増進と体力の向上を目指し、明
るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

２

学

期

【知識及び技能】

態
配当
時数

１

学

期

【知識及び技能】 〈スポーツテスト〉
スポーツテストの指数を向上させるた
めに練習を行う。

<水泳競技＞
クロール、平泳ぎの練習。泳力チェッ
ク後、泳力別指導。

〈球技〉
①サッカー
リフティング、キックの練習（インサ
イド・インステップ・インフロント：
パス・シュートへの適用）
トラップ、ドリブル・フェイント
基礎的な技能を生かしてのゲーム及び
審判法を学ぶ

②バドミントン
サービス、フォアハンド、バックハン
ド、ロブ、ヘアピン、オーバーヘッド
ストローク

③アルティメット
バックハンド、フォアハンド、スポッ
トゴール練習、ターゲットランプ
レー、トランジション練習、アウトナ
ンバー練習、基礎的な技能を生かして
のゲーム及び審判法を学ぶ

④卓球
フォアハンドストローク、ハーフボ
レー、ショートカット、カットサービ
ス、左右へのフットワーク

⑤バレー
アンダーハンドパス、オーバーハンド
パス、トス、アタック、ブロック、
サーブ、状況に応じた三段攻撃

〈陸上〉
持久走

〈体育理論〉
◇スポーツの文化的特性や現代スポー
ツの発展
（ア）スポーツの歴史的発展と多様な
変化
（イ）現代のスポーツの意義や価値
（ウ）スポーツの経済的効果と高潔さ
（エ）スポーツが環境や社会にもたら
す影響

◇運動やスポーツの効果的な学習の仕
方
（ア）運動やスポーツの技能と体力及
びスポーツによる障害
（イ）スポーツの技術と技能及びその
変化
（ウ）運動やスポーツの技能の上達過
程
（エ）運動やスポーツの活動時の健
康・安全の確保の仕方

〈スポーツテスト・陸上〉
【知識及び技能】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活
における健康・安全について理解するととも
に、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康についての自他や社会の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに
健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく
豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

〈水泳〉
【知識及び技能】
・クロールでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

・・平泳ぎでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで長く泳いだり早く
泳ぐことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取組方を工夫するととも
に自己の考えたことを他者に伝えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、自己の責任を果たそうとするこ
と、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや、水泳の事故防止に
関する心得を遵守するなど健康・安全を確保す
ることができる。
〈体育理論〉
【知識う及び技能】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方ついて、
自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思
考し、判断するとともに、他者に伝えること。

【主体的に学習に取り組む態度】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
学習に積極的に取り組むこと。

〇 〇 〇 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

○ ○ ○ 26

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向
上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

70

３

学

期

【知識及び技能】

〇 〇 〇

22

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全
について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

＜スポーツテスト＞ 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

＜陸上競技＞

＜陸上競技＞

合計

スポーツⅠ

野津田 保健体育 スポーツⅠ
保健体育 スポーツⅠ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 採点競技及び測定競技の推進及び発展に向けた多様な関わり方を理解するとともに、技能を身に付ける。

採点競技及び測定競技における自他や社会の課題を発見し、思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向けた多様な関わり方を理解するとともに、技能を身に付ける。学習に主体的に取り組むとともに、公正，協力，責任，参画，共生，などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与する態度うを養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向
けた多様な関わり方を理解するとともに、
技能を身に付ける。

採点競技及び測定競技における自他や社会
の課題を発見し、思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向けた多様な関わり方を
理解するとともに、技能を身に付ける。学習に主体的に取り組む
とともに、公正，協力，責任，参画，共生，などに対する意欲を
高め、健康・安全を確保して、生涯を通してスポーツを継続する
とともにスポーツの推進及び発展に寄与する態度うを養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】

〇 〇 〇
11

採点競技及び測定競技の推進及び
発展に向けた多様な関わり方を理
解するとともに、技能を身に付け
る。

スポーツテストの指数を向上させ
るために練習を行う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向け
た多様な関わり方を理解するとともに、技能
を身に付ける。

<水泳競技＞

クロール、平泳ぎ、背泳ぎの練
習。泳力チェック後、泳力別指
導。【思考力、判断力、表現力等】

採点競技及び測定競技における自
他や社会の課題を発見し、思考し
判断するとともに、他者に伝える
力を養う。

採点競技及び測定競技における自他や社会の
課題を発見し、思考し判断するとともに、他
者に伝える力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
採点競技及び測定競技の推進及び発展
に向けた多様な関わり方を理解すると
ともに、技能を身に付ける。学習に主
体的に取り組むとともに、公正，協
力，責任，参画，共生，などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、
生涯を通してスポーツを継続するとと
もにスポーツの推進及び発展に寄与す
る態度うを養う。

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向け
た多様な関わり方を理解するとともに、技能
を身に付ける。学習に主体的に取り組むとと
もに、公正，協力，責任，参画，共生，など
に対する意欲を高め、健康・安全を確保し
て、生涯を通してスポーツを継続するととも
にスポーツの推進及び発展に寄与する態度う
を養う。

２
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

採点競技及び測定競技における自
他や社会の課題を発見し、思考し
判断するとともに、他者に伝える
力を養う。 【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】 採点競技及び測定競技の推進及び発展に向け
た多様な関わり方を理解するとともに、技能
を身に付ける。学習に主体的に取り組むとと
もに、公正，協力，責任，参画，共生，など
に対する意欲を高め、健康・安全を確保し
て、生涯を通してスポーツを継続するととも
にスポーツの推進及び発展に寄与する態度う
を養う。

○ ○ 13

採点競技及び測定競技の推進及び
発展に向けた多様な関わり方を理
解するとともに、技能を身に付け
る。

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向け
た多様な関わり方を理解するとともに、技能
を身に付ける。

走り高跳び、幅とび、やり投げ、砲
丸投げ、円盤投げのフォームなど理
論を学びより良い記録を出す。記録
計測が正しく出来るようになる。 【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 採点競技及び測定競技における自他や社会の
課題を発見し、思考し判断するとともに、他
者に伝える力を養う。

採点競技及び測定競技の推進及び発展
に向けた多様な関わり方を理解すると
ともに、技能を身に付ける。学習に主
体的に取り組むとともに、公正，協
力，責任，参画，共生，などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、
生涯を通してスポーツを継続するとと
もにスポーツの推進及び発展に寄与す
る態度うを養う。

３
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

〇

【主体的に学習に取り組む態度】 採点競技及び測定競技の推進及び発展に向けた
多様な関わり方を理解するとともに、技能を身
に付ける。学習に主体的に取り組むとともに、
公正，協力，責任，参画，共生，などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を通
してスポーツを継続するとともにスポーツの推
進及び発展に寄与する態度うを養う。

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向けた
多様な関わり方を理解するとともに、技能を身
に付ける。学習に主体的に取り組むとともに、
公正，協力，責任，参画，共生，などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を通
してスポーツを継続するとともにスポーツの推
進及び発展に寄与する態度うを養う。

○

35

〇

11

採点競技及び測定競技の推進及び
発展に向けた多様な関わり方を理
解するとともに、技能を身に付け
る。

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向け
た多様な関わり方を理解するとともに、技能
を身に付ける。

走り高跳び、幅とび、やり投げ、砲
丸投げ、円盤投げのフォームなど理
論を学びより良い記録を出す。記録
計測が正しく出来るようになる。 【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 採点競技及び測定競技における自他や社会の
課題を発見し、思考し判断するとともに、他
者に伝える力を養う。

採点競技及び測定競技における自
他や社会の課題を発見し、思考し
判断するとともに、他者に伝える
力を養う。 【主体的に学習に取り組む態度】

〇



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

スポーツⅡ

野津田 保健体育 スポーツⅡ
保健体育 スポーツⅡ 2

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気あ
る生活を営む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

球技の推進及び発展に向けた多様な関わり方
を理解するとともに、技能を身に付ける。

球技における自他や社会の課題を発見し、
思考し判断するとともに、他者に伝える力
を養う。

球技の学習に主体的に取り組むとともに、公正、協力、責
任、参画、共生などに対する意欲を高め、健康・安全を確
保して、生涯を通してスポーツを継続するとともにスポー
ツの推進及び発展に寄与する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
勝敗を競ったりチームや自己の課題
を解決したりするなどの多様な楽し
さや喜びを深く味わい、状況に応じ
たル操作や安定した用具の操作と連
携した動きによって空間を作り出す
などの攻防を展開することができる
ようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
練習やゲームを行う場面で、チーム
や自己の活動を振り返り、よりよい
マナーや行為について提案できるよ
うにする。また、チームでの話合い
の場面で、合意を形成するための調
整の仕方を見付け仲間に伝える力を
養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
勝敗などを冷静に受け止め、ルール
やマナーを大切にすること、また、
役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること、一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとする態度を養う。

【テニス】
　基礎技術の習得
　　・フォアハンド
　　・バックハンド
　　・ボレー
　　・サーブ
　　・ラリー
　試合形式
　　・ゲームの進め方
　　・審判
　　・ルール
　　・ゲーム
　　　（シングルス・ダブルス）

【バドミントン】
　基礎技術の習得
　　・サーブ
　　・各種ショット
　　　・ドライブ
　　　・ヘアピン
　　　・クリアー
　　　・ドロップ
　　　・スマッシュ
　　・ラリー
　試合形式
　　・ゲームの進め方
　　・審判
　　・ルール
　　・ゲーム
　　　（シングルス・ダブルス）

【ソフトボール】
　基礎技術の習得
　　・キャッチボール
　　・捕球練習（ゴロ・フライ）
　　・打撃練習（トス・フリー）
　応用練習
　　・シートノック
　　・ゲームバッティング
　試合形式
　　・試合の進め方
　　・審判
　　・ルール
　　・ゲーム

【知識及び技能】
勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを深く味
わい、状況に応じたル操作や安定した用具の
操作と連携した動きによって空間を作り出す
などの攻防を展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
練習やゲームを行う場面で、チームや自己の
活動を振り返り、よりよいマナーや行為につ
いて提案できるようにする。また、チームで
の話合いの場面で、合意を形成するための調
整の仕方を見付け仲間に伝えることができる
力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナー
を大切にすること、また、役割を積極的に引
き受け自己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとする態度を身に付けている。

○ ○ ○ 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

70

２
学
期

○ ○ ○ 26

３
学
期

○ ○ ○

22



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

スポーツⅢ

野津田 保健体育 スポーツⅢ
保健体育 スポーツⅢ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気あ
る生活を営む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

武道及び諸外国の対人的競技等の推進及び発
展に向けた多様な関わり方を理解するととも
に、技能を身に付ける。

武道及び諸外国の対人的競技等における自
他や社会の課題を発見し、思考し判断する
とともに、他者に伝える力を養う。

武道及び諸外国の対人的競技等の学習に主体的に取り組む
とともに、伝統的な行動の仕方、公正、協力、責任、参
画、共生などに対する意欲を高め、健康・安全を確保し
て、生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの
推進及び発展に寄与する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
武道及び諸外国の対人的競技等の推
進及び発展に向けた多様な関わり方
を理解するとともに、技能を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力】
武道及び諸外国の対人的競技等にお
ける自他や社会の課題を発見し、思
考し判断するとともに、他者に伝え
る力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
武道及び諸外国の対人的競技等の学
習に主体的に取り組むとともに、伝
統的な行動の仕方、公正、協力、責
任、参画、共生などに対する意欲を
高め、健康・安全を確保して、生涯
を通してスポーツを継続するととも
にスポーツの推進及び発展に寄与す
る態度を養う。

【柔道】
　基礎技術の習得
　　・受け身
　　　・後ろ受け身
　　　・横受け身
　　　・前受け身
　　　・前回り受け身
　　・固め技
　　　・袈裟固め
　　　・横四方固め
　　　・縦四方固め
　　・立ち技
　　　・足技
　　　・腰技
　　　・手技
　応用練習
　　・固め技約束練習
　　・寝技乱取り
　　・かかり練習
　　・乱取り
　試合形式
　　・試合の進め方
　　・礼儀、ルール
　　・審判
　　・試合

【剣道】
　基礎技術の習得
　　・足さばき
　　・構え
　　・面打ち
　　・小手打ち
　　・胴打ち
　　・切り返し
　応用練習
　　・二段の技
　　・払い技
　　・引き技
　　・出ばな技
　試合形式
　　・試合の進め方
　　・礼儀、ルール
　　・審判
　　・試合

【知識及び技能】
武道及び諸外国の対人的競技等の推進及び発
展に向けた多様な関わり方を理解するととも
に、技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】
武道及び諸外国の対人的競技等における自他
や社会の課題を発見し、思考し判断するとと
もに、他者に伝える力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
武道及び諸外国の対人的競技等の学習に主体
的に取り組むとともに、伝統的な行動の仕
方、公正、協力、責任、参画、共生などに対
する意欲を高め、健康・安全を確保して、生
涯を通してスポーツを継続するとともにス
ポーツの推進及び発展に寄与する態度を身に
付けている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

35

２
学
期

○ ○ ○ 14

３
学
期

○ ○ ○

11



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

スポーツⅣ

野津田 保健体育 スポーツⅣ
保健体育 スポーツⅣ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気あ
る生活を営む態度を養う。

思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

ダンスの推進及び発展に向けた多様な関わり
方を理解するとともに、技能を身に付ける。

ダンスにおける自他や社会の課題を発見
し、思考し判断するとともに、他者に伝え
る力を養う。

ダンスの学習に主体的に取り組むとともに、公正、協力、
責任、参画、共生などに対する意欲を高め、健康・安全を
確保して、生涯を通してスポーツを継続するとともにス
ポーツの推進及び発展に寄与する態度を養う。

○

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多様
な関わり方を理解するとともに技能
を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題を
発見し、思考し判断するとともに、
他者に伝える力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組むと
ともに、公正、協力、責任、参画、
共生などに対する意欲を高め、健
康・安全を確保して、生涯を通して
スポーツを継続するとともにスポー
ツの推進及び発展に寄与する態度を
養う。

【創造型ダンス】
　創作ダンス
　　・テーマを選び表現する
　　・個での表現
　　・チームでの表現
　　・空間の使い方
　　・衣装、小道具、音楽等の工夫
　　・発表

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多様な関わり
方を理解するとともに技能を身につけてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題を発見し、
思考し判断するとともに、他者に伝える力を
身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組むとともに、
公正、協力、責任、参画、共生などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を
通してスポーツを継続するとともにスポーツ
の推進及び発展に寄与する態度を身に付けて
いる。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知

35

○ 14

３
学
期

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多様
な関わり方を理解するとともに技能
を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題を
発見し、思考し判断するとともに、
他者に伝える力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組むと
ともに、公正、協力、責任、参画、
共生などに対する意欲を高め、健
康・安全を確保して、生涯を通して
スポーツを継続するとともにスポー
ツの推進及び発展に寄与する態度を
養う。

【伝承型ダンス】
　社交ダンス・フォークダンス
　　・基本のステップ
　　・日本の民謡
　　・外国の民謡

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多様な関わり
方を理解するとともに技能を身につけてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題を発見し、
思考し判断するとともに、他者に伝える力を
身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組むとともに、
公正、協力、責任、参画、共生などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を
通してスポーツを継続するとともにスポーツ
の推進及び発展に寄与する態度を身に付けて
いる。

○ ○ ○

11

２
学
期

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多様
な関わり方を理解するとともに技能
を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題を
発見し、思考し判断するとともに、
他者に伝える力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組むと
ともに、公正、協力、責任、参画、
共生などに対する意欲を高め、健
康・安全を確保して、生涯を通して
スポーツを継続するとともにスポー
ツの推進及び発展に寄与する態度を
養う。

【創造型ダンス】
　現代的なリズムのダンス
　　・リズムの特徴をとらえた動き
　　・基本のステップ
　　・チームを意識したまとまり
　　・衣装、音楽等の工夫
　　・発表

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多様な関わり
方を理解するとともに技能を身につけてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題を発見し、
思考し判断するとともに、他者に伝える力を
身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組むとともに、
公正、協力、責任、参画、共生などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を
通してスポーツを継続するとともにスポーツ
の推進及び発展に寄与する態度を身に付けて
いる。

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

指導項目・内容
自然との関わりの深い野外の運動 競技型の野外運動への多様な関 自然との関わりの深い野外の運動の推進及 実習
の推進及び発展に向けた多様な関 わり方 び発展に向けた多様な関わり方を理解する 3日間
わり方を理解するとともに、技能 ・キャンプ とともに、技能を身に付ける。
を身に付ける。

事前指導

自然との関わりの深い野外の運動 自然との関わりの深い野外の運動における 4時間
における自他や社会の課題を発見 自他や社会の課題を発見し、思考し判断す
し、思考し判断するとともに、他 るとともに、他者に伝える力を養う。
者に伝える力を養う。 事後指導

4時間
自然との関わりの深い野外の運動 自然との関わりの深い野外の運動の学習に
の学習に主体的に取り組むととも 主体的に取り組むとともに、公正、協力、
に、公正、協力、責任、参画、共 責任、参画、共生などに対する意欲を高
生などに対する意欲を高め、健 め、健康・安全を確保して、生涯を通して
康・安全を確保して、生涯を通し スポーツを継続するとともにスポーツの推
てスポーツを継続するとともにス 進及び発展に寄与する態度を養う。
ポーツの推進及び発展に寄与する
態度を養う。 合計

※本科目は特期集中講座である

合計

スポーツⅤ

野津田 保健体育 スポーツⅤ
保健体育 スポーツⅤ 2

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

自然との関わりの深い野外の運動の推進及
び発展に向けた多様な関わり方を理解する
とともに、技能を身に付ける。

自然との関わりの深い野外の運動における
自他や社会の課題を発見し、思考し判断す
るとともに、他者に伝える力を養う。

自然との関わりの深い野外の運動の学習に主体的に
取り組むとともに、公正、協力、責任、参画、共生
などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、
生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツ
の推進及び発展に寄与する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

２
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

○ ○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

70

３
学
期

70



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

集団行動（隊列の変形、行進）

体つくり運動の推進及び発展に向 各種ストレッチング（1学年の体 体つくり運動の推進及び発展に向けた多様
けた多様な関わり方を理解するとと 育理論で学んだ筋を意識させ な関わり方を理解するとともに，技能を身に付
もに，技能を身に付ける。 る）　 ける。

体つくり運動における自他や社会 体つくり運動における自他や社会の課題を
の課題を発見し，思考し判断すると 発見し，思考し判断するとともに，他者に
ともに，他者に伝える力を養う。 伝える力を養う。

野外レクリエ－ション（体を
体つくり運動の学習に主体的に取 使った表現の工夫）
自然環境の 体つくり運動の学習に主体的に取り組むと
り組むとともに，協力，責任，参画， 中での各種運動 ともに，協力，責任，参画，共生などに対
共生などに対する意欲を高め，健 する意欲を高め，健康・安全を確保して，
康・安全を確保して，生涯を通し 生涯を通してスポーツを継続するとともに
てスポーツを継続するとともにス スポーツの推進及び発展に寄与する態度を
ポーツの推進及び発展に寄与する 養う。
態度を養う。

野外レクリエ－ション（体を

体つくり運動の推進及び発展に向 使った表現の工夫）
自然環境の中で 体つくり運動の推進及び発展に向けた多様
けた多様な関わり方を理解するとと の各種運動 な関わり方を理解するとともに，技能を身に付
もに，技能を身に付ける。 ける。

集団行動
体つくり運動における自他や社会 体つくり運動における自他や社会の課題を
の課題を発見し，思考し判断すると 発見し，思考し判断するとともに，他者に
ともに，他者に伝える力を養う。 伝える力を養う。

体つくり運動の学習に主体的に取 体つくり運動の学習に主体的に取り組むと
り組むとともに，協力，責任，参画， ともに，協力，責任，参画，共生などに対
共生などに対する意欲を高め，健 する意欲を高め，健康・安全を確保して，
康・安全を確保して，生涯を通し 生涯を通してスポーツを継続するとともに
てスポーツを継続するとともにス スポーツの推進及び発展に寄与する態度を
ポーツの推進及び発展に寄与する 養う。
態度を養う。

集団行動
体つくり運動の推進及び発展に向 縄跳び 体つくり運動の推進及び発展に向けた多様
けた多様な関わり方を理解するとと な関わり方を理解するとともに，技能を身に付
もに，技能を身に付ける。 ける。

体つくり運動における自他や社会 体つくり運動における自他や社会の課題を
の課題を発見し，思考し判断すると 発見し，思考し判断するとともに，他者に
ともに，他者に伝える力を養う。 伝える力を養う。

体つくり運動の学習に主体的に取 体つくり運動の学習に主体的に取り組むと
り組むとともに，協力，責任，参画， ともに，協力，責任，参画，共生などに対
共生などに対する意欲を高め，健 する意欲を高め，健康・安全を確保して，
康・安全を確保して，生涯を通し 生涯を通してスポーツを継続するとともに
てスポーツを継続するとともにス スポーツの推進及び発展に寄与する態度を
ポーツの推進及び発展に寄与する 養う。 合計
態度を養う。

スポーツⅥ

野津田 保健体育 スポーツⅥ
保健体育 スポーツⅥ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気あ
る生活を営む態度を養う。

知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

 体つくり運動の推進及び発展に向けた多様
な関わり方を理解するとともに，技
能を身に付ける。

 体つくり運動における自他や社会の課題を
発見し，思考し判断するとともに，
他者に伝える力を養う。

  体つくり運動の学習に主体的に取り組むとともに，協
力，責任，参画，共生などに対する意欲を高め，健康・安
全を確保して，生涯を通してスポーツを継続するとともに
スポーツの推進及び発展に寄与する態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

○ ○ ○ 5

【思考力、判断力、表現力等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準

【思考力、判断力、表現力等】

○ ○ ○ 6

２
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

○ ○ 4

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○ ○ 9

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

○

35

３
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

○ ○ ○

11

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

スポーツの意義と価値について

スポーツの多様な意義やスポーツ 深めさせる。 スポーツの多様な意義やスポーツの推進及
の推進及び発展の仕方について理解す ・文化としてのスポーツ（ス び発展の仕方について理解するとともに，スポーツの
るとともに，スポーツの推進及び発展ポーツとはなにか） 推進及び発展に必要な技能を身に付ける。
に必要な技能を身に付ける。 ・スポーツの集団と組織(チーム

とは・クラブとは・アソシエーションと
は）　　 スポーツの推進及び発展に必要な自他や社

スポーツの推進及び発展に必要な 会の課題を発見し，思考し判断するとともに，他
自他や社会の課題を発見し，思考し 者に伝える力を養う。
判断するとともに，他者に伝える
力を養う。

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄
与するための課題研究に主体的に取り組む態度を

生涯を通してスポーツの推進及び発 養う。
展に寄与するための課題研究に主
体的に取り組む態度を養う。

スポーツコーチングについて理

スポーツの多様な意義やスポーツ 解を深めさせる。 スポーツの多様な意義やスポーツの推進及
の推進及び発展の仕方について理解す ・専攻スポーツについて び発展の仕方について理解するとともに，スポーツの
るとともに，スポーツの推進及び発展 ・コーチング法について 推進及び発展に必要な技能を身に付ける。
に必要な技能を身に付ける。 ・トレーニングプランの作成

スポーツの推進及び発展に必要な自他や社
スポーツの推進及び発展に必要な 会の課題を発見し，思考し判断するとともに，他
自他や社会の課題を発見し，思考し 者に伝える力を養う。
判断するとともに，他者に伝える
力を養う。

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄
与するための課題研究に主体的に取り組む態度を

生涯を通してスポーツの推進及び発 養う。
展に寄与するための課題研究に主
体的に取り組む態度を養う。

スポーツコーチングについて理

スポーツの多様な意義やスポーツ 解を深めさせる。 スポーツの多様な意義やスポーツの推進及
の推進及び発展の仕方について理解す ・専攻スポーツについて び発展の仕方について理解するとともに，スポーツの
るとともに，スポーツの推進及び発展・コーチング法について 推進及び発展に必要な技能を身に付ける。
に必要な技能を身に付ける。 ・トレーニングプランの作成

・トレーニングにおけるコーチ
ング実践 スポーツの推進及び発展に必要な自他や社

スポーツの推進及び発展に必要な 会の課題を発見し，思考し判断するとともに，他
自他や社会の課題を発見し，思考し 者に伝える力を養う。
判断するとともに，他者に伝える
力を養う。

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄
与するための課題研究に主体的に取り組む態度を

生涯を通してスポーツの推進及び発 養う。
展に寄与するための課題研究に主
体的に取り組む態度を養う。

合計

スポーツ総合演習

野津田 保健体育 スポーツ総合演習

保健体育 スポーツ総合演習 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気あ
る生活を営む態度を養う。

評価基準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び
発展の仕方について理解するとともに，ス
ポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付
ける。

スポーツの推進及び発展に必要な自他や社
会の課題を発見し，思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与するための課
題研究に主体的に取り組む態度を養う。

２
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

○ ○ ○ 10

【思考力、判断力、表現力等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 14

【思考力、判断力、表現力等】

35

３
学
期

【知識及び技能】 【知識及び技能】

○ ○ ○

11

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 組

使用教科書：基礎から学ぶスポーツ概論　改訂版

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

合計

スポーツ概論

野津田 保健体育 スポーツ概論
保健体育 スポーツ概論 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気あ
る生活を営む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び
発展の仕方について理解するとともに、ス
ポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付
ける。

スポーツの推進及び発展に必要な自他や社
会の課題を発見し、思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与するための学
習に主体的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
自己に適した生涯にわたる豊かなス
ポーツライフを設計していくために
は、各ライフステージやライフスタ
イルに応じたスポーツへの関わり方
の特徴や条件があること、それらの
特徴や条件に応じて無理なくスポー
ツを継続するための計画を立てるこ
とがあること、生涯スポーツの実践
を支える環境を確保するためのス
ポーツの推進に向けた施策や条件及
び自身の意思決定などがあることに
ついて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方
について「する、みる、支える、知
る」などのスポーツの多様な関わり
方において、スポーツを推進及び発
展させる視点から課題を発見し、よ
りよい解決に向けて思考し判断する
とともに、理由を添えて他者に伝え
る力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方
についての学習に主体的に取り組む
態度を養う。

【指導項目】
・豊かなスポーツライフの設計の仕
方

【使用教材】
・教科書、各種資料

ICT機器の活用、１人一台端末の活
用

【知識及び技能】
自己に適した生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフを設計していくためには、各ライフス
テージやライフスタイルに応じたスポーツへ
の関わり方の特徴や条件があること、それら
の特徴や条件に応じて無理なくスポーツを継
続するための計画を立てることがあること、
生涯スポーツの実践を支える環境を確保する
ためのスポーツの推進に向けた施策や条件及
び自身の意思決定などがあることについて理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について
「する、みる、支える、知る」などのスポー
ツの多様な関わり方において、スポーツを推
進及び発展させる視点から課題を発見し、よ
りよい解決に向けて思考し判断するととも
に、理由を添えて他者に伝える力を身に付け
ている。

【学びに向う力、人間性等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について
の学習に主体的に取り組む態度を身に付けて
いる。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

２
学
期

【知識及び技能】
スポーツの多様な推進及び発展に寄
与するためには、対象者に応じたス
ポーツの指導法や参加者の経験や体
力に応じた健康・安全の確保の仕方
を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方
について「する、みる、支える、知
る」などのスポーツの多様な関わり
方において、スポーツを推進及び発
展させる視点から課題を発見し、よ
りよい解決に向けて思考し判断する
とともに、理由を添えて他者に伝え
る力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方
についての学習に主体的に取り組む
態度を養う。

【指導項目】
・豊かなスポーツライフの設計の仕
方
・スポーツの多様な指導法と健康・
安全

【使用教材】
・教科書、各種資料

ICT機器の活用、１人一台端末の活
用

【知識及び技能】
スポーツの多様な推進及び発展に寄与するた
めには、対象者に応じたスポーツの指導法や
参加者の経験や体力に応じた健康・安全の確
保の仕方を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について
「する、みる、支える、知る」などのスポー
ツの多様な関わり方において、スポーツを推
進及び発展させる視点から課題を発見し、よ
りよい解決に向けて思考し判断するととも
に、理由を添えて他者に伝える力を身に付け
ている。

【学びに向う力、人間性等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について
の学習に主体的に取り組む態度を身に付けて
いる。

○

【定期考査】
○ ○ ○ 1

○ ○ 13

【定期考査】
○ ○ ○ 1

３
学
期

【知識及び技能】
スポーツの多様な推進及び発展に寄
与するためには、対象者に応じたス
ポーツの指導法や参加者の経験や体
力に応じた健康・安全の確保の仕方
を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方
について「する、みる、支える、知
る」などのスポーツの多様な関わり
方において、スポーツを推進及び発
展させる視点から課題を発見し、よ
りよい解決に向けて思考し判断する
とともに、理由を添えて他者に伝え
る力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方
についての学習に主体的に取り組む

【指導項目】
・豊かなスポーツライフの設計の仕
方
・スポーツの多様な指導法と健康・
安全

【使用教材】
・教科書、各種資料

ICT機器の活用、１人一台端末の活
用

【知識及び技能】
スポーツの多様な推進及び発展に寄与するた
めには、対象者に応じたスポーツの指導法や
参加者の経験や体力に応じた健康・安全の確
保の仕方を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について
「する、みる、支える、知る」などのスポー
ツの多様な関わり方において、スポーツを推
進及び発展させる視点から課題を発見し、よ
りよい解決に向けて思考し判断するととも
に、理由を添えて他者に伝える力を身に付け
ている。

【学びに向う力、人間性等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方について
の学習に主体的に取り組む態度を身に付けて
いる。

○ ○

10

1

【定期考査】
○ ○ ○

35

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
使用教科書： ＭＯＵＳＡⅡ （教育芸術社）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇 10
【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 6

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 20

合計

野津田 芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について理解するとともに、創意
工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身
に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫すること
や、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって
聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り
組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を
育むとともに、感性を高め、音楽文化に親
しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊
かなものにしていく態度を養う。

芸術
【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにす

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようになる。
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、

音楽Ⅱ

態 配
当

１
学
期

〇歌唱 〇歌唱
【知識及び技能】 ・ハナミズキ 【知識及び技能】
伸びやかな発声で歌唱する ・糸

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】
楽曲に興味を持ち積極的に学ぼうとする姿
勢を養う。

楽曲に興味を持ち積極的に学ぼうとする姿勢が見られる
か。

〇楽典、ソルフェージュ 〇楽典、ソルフェージュ

実技テストにより伸びやかな発声で歌唱できているか。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
曲調や歌詞を理解し歌唱表現ができるよう
にする。

実技テストにより曲調や歌詞を理解し歌唱表現ができて
いるか

音符、休符を読み演奏できるようにする。 実技テストにより音符、休符を読み演奏できているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
音楽の基礎知識を積極的に学ぼうとする姿
勢を養う。

音楽の基礎知識を積極的に学ぼうとする姿勢が見られる
か。

〇創作 〇創作

【知識及び技能】 ・八分音符までのリズムを手拍子で演奏す
る音符、休符についての基礎知識を理解す

る。
実技テストにより音符、休符についての基礎知識を理解
しているか。

【思考力、判断力、表現力等】

リズムや音の選び方によりメロディ構成に
工夫をする

リズムや音の選び方によりメロディ構成に工夫をしてい
るか。

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】
コード進行とメロディの関りに関心を持ち
主体的に創作を行う。

コード進行とメロディの関りに関心を持ち主体的に創作
活動を行えているか。

【知識及び技能】 ・カノンのコード進行にのせてメロディを
創作し、キーボードで演奏する。

【知識及び技能】
コード進行に適したメロディを創作し、演
奏する。

コード進行に適したメロディを創作し、演奏できている
か。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】

実技テスト、ワークにより音名、臨時記号について理解できている
か。

【思考力、判断力、表現力等】
イタリア語音名、日本語音名、英語音を表現に使うこと
ができる。

実技テストによりイタリア語音名、日本語音名、臨時記号を表現に使うこ
とができているか。

【主体的に学習に取り組む態度】

２
学
期

〇楽典、ソルフェージュ 〇楽典、ソルフェージュ
【知識及び技能】 ・ヘ音記号、ト音記号３オクターブまでの

読譜イタリア語音名、日本語音名、英語音名、臨時記号につ
いて理解する。

音楽の基礎知識を積極的に学ぼうとする姿
勢を養う。

コードネーム、ＴＡＢ譜の学習とともにギ
ターの基本奏法を学ぶ

ギターに興味を持ち技術を向上させようと
いう姿勢を養う。

進度表により基本的なギターの演奏技術がついているか

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
曲調に合わせ工夫しながら表現する 進度表により演奏の工夫があるか

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

音楽の基礎知識を積極的に学ぼうとする姿勢が見られる
か。

〇ギター 〇ギター
【知識及び技能】 ・カントリーロード 【知識及び技能】

三線の特徴、基本奏法、工工四の読み方を学習し、
演奏できるようにする。

三線の基本奏法を理解し演奏ができているか。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
曲調に合わせ工夫しながら表現する。 曲調に合わせ表現の工夫をしているか。

ギターに興味を持ち技術を向上させようという姿勢が見
られるか。

〇三線 〇三線
【知識及び技能】 ・涙そうそう 【知識及び技能】

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】
三線、伝統音楽に興味をもち取り組む姿勢
を養う。

三線に興味を持ち積極的に取り組んでいるか。

３
学
期

〇自由課題 〇自由課題
【知識及び技能】 ・内容、楽曲を自身で設定すると共に活動

計画を立て自主的に練習し、最終時に発表
を行う

【知識及び技能】

70

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】
主体的、計画的に課題に取り組み、仲間と
協力する力を養う。

主体的に活動に参加しているか、計画的に活動できてい
るか。

２年間の学習の成果を生かし技術の高い演
奏をする。

自身で設定した課題において完成度の高い演奏ができて
いるか。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
演奏上の工夫を自ら考え実践に生かす。演
奏における鑑賞の能力を養う。

楽曲の演奏における表現の工夫をしているか。自身およ
び他者の演奏について適格に観賞できているか。



年間授業計画

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：美術Ⅰ（光村出版）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

〇 1

合計

　主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性と美意
識を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

野津田 芸術 美術
芸術 美術 2

芸術 　美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育
てるとともに、感性を高め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を
深める。

【 知　識　及　び　技　能 】　対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、個
性豊かで創造的に表すことができるようにする。

　造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個性豊か
に発想し構想を練ったり、自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることが
できるようにする。

美術

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

発想や構想をしたことを基に、自分の表現を具
体化するために、主題に合った効果的な表現方
法を創意工夫し、個性豊かで創造的に表せるよ
うにする。

感じ取ったことや考えたことなどから生成した
主題を基に、それぞれの表現形式の良さや効果
などについて考えることができる。また、主題
に合った表現形式を選択し、独自性や自分らし
さを発揮しながら創造性的な表現の構想を練れ
るようにする。

主体的に美術作品や文化遺産などのよさや美し
さ、表現の独自性などを感じ取り、発想や構想
の独自性と表現の工夫、心豊かな生き方の創造
に関わる美術の働きや自己の価値観を高めて、
美術作品や美術の働き、美術文化についての見
方や考え方を深める態度を養う。

態
配当
時数

１

学

期

美術Ⅱを学ぶにあたり今までの美
術を振り返り必要な注意事項を確
認し、今後の授業で生かす。
①楽しくまじめに制作する。　②
説明をしっかり聞き、自分で考え
て作業する。　③鑑賞ではしっか
り見聞きし、自分の思いを伝え
る。

２
自分の文化祭へのｲﾒｰｼﾞを捉え、
言葉で表現する。それをｱｲﾃﾞｱｽｹｯ
ﾁの元にして考えをまとめる
　①文化祭ﾎﾟｽﾀｰとしての要件を
満たしているか。
　②ｱｲﾃﾞｱとしての工夫が複数で
きているか。
　③色彩計画とﾚﾀﾘﾝｸﾞが備わって
いるか。

３
１自分のﾎﾟｽﾀｰｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁの着彩の
ために、鉛筆で表現する。
　①丁寧に作業できているか。
　②ﾚﾀﾘﾝｸﾞの文字を、ﾄﾚｰｽで美し
く入れているか。
　③直線は定規を利用し正確に描
いているか。

２ｽﾑｰｽﾞな進行管理のために、着
彩手順と使用画材に気を付けて着
彩する。
　①大きな面積・明るい部分から
塗り始める。
　②塗りムラの無い様に、水分量
を適切に管理し絵具量が切れぬ様
に計画的に作業する。
　③平筆を横に使い大きな面積を
塗り、立てて細い部分を塗る。

４
　①強い色同士がぶつかりあわな
いようにｾﾊﾟﾚｰｼｮﾝを行う。
　②対比や同化などの効果を考
え、混色し色見本を利用しながら
正確に配色する。

４
　①ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝやﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ・ｽﾀﾝﾌﾟ
などの工夫を入れる。
　②精密な描写や、光の反射など
の表現で密度を上げる。
　③全体のバランスを見て、塗り
残しや塗りムラの表現がないか。

１オリエンテーション・鑑賞

２ﾃﾞｻﾞｲﾝ：文化祭ﾎﾟｽﾀｰｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ

３ﾃﾞｻﾞｲﾝ：文化祭ﾎﾟｽﾀｰ　下書
き・着彩

４ﾃﾞｻﾞｲﾝ：文化祭ﾎﾟｽﾀｰ　着彩

１①美術Ⅱで求められる力の理解　②授業
内においてのルールの理解　③教科におけ
る自身の得意なこと、苦手なことの理解
【主体的に学習に取り組む態度】
説明を聞き、評価方法等を理解する

２
【発想】
「文化祭」というテーマに沿って構想や発
想を練ることができているか

【知識・技能】
他者の考えや意図を感じ取り、新しい気付
きを得ることができたか

【主体的に学習に取り組む態度】
課題にこたえようとしているか

３
【知識及び技能】
主体的に先を見た作業を丁寧にしている
か。

【思考力、判断力、表現力等】
コンセプトに沿ったレタリングが考えてい
るか
見せたいものが目立つ構図を考えているか
ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁをより改善し下書きに入っている
か。

４
【知識及び技能】
色彩計画に沿って、ﾓﾁｰﾌが効果的な配色に
なるように工夫しているか

【思考力、判断力、表現力等】
ﾎﾟｽﾀｰの視覚的効果を狙って表現の工夫がで
きているか。

〇 1

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

〇 1

〇 〇

14

〇 〇 16

プレゼンテーション者：自身が製
作した作品の頑張ったところや工
夫点、見て欲しいところ等を、具
体的に詳しく鑑賞者に伝える。

鑑賞者：作品を見ながらプレゼン
テーションをよく聞いて、作者の
意図や作品の工夫点、良さを見つ
け、具体的に詳しく文章にする。

ﾃﾞｻﾞｲﾝ：文化祭ﾎﾟｽﾀｰ　プレゼン
テーション・鑑賞

【主体的に学習に取り組む態度】
作者の意図や作品の良さを感じ取ることが
できたか
鑑賞者に伝わるように、自分の考えを発表
することができたか

２

学

期

具象、抽象、彫刻、塑像、広告デ
ザイン、プロダクトデザイン、パ
フォーマンス、空間表現…美術に
は様々なジャンルがある。それぞ
れの特徴を理解し、その技法やコ
ンセプトを自分の作品に生かせる
ように学習する。

鑑賞：美術における様々なジャン
ルとその世界

【主体的に学習に取り組む態度】
①最後までしっかり鑑賞し、それぞれの特
徴を理解できたか。
②鑑賞した感想を十分に表現できたか。

2〇

３

学

期

自分の好きな食べ物を選び、その
食べ物の食品ｻﾝﾌﾟﾙ作りにﾁｬﾚﾝｼﾞ
する。
 ①ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁで使用する材料を目
的別に検討する。
 ②色の研究を行い、適した色を
検討する。

１塑像：食品サンプル製作　アイ
ディアスケッチ

【思考力、判断力、表現力等】
真剣に自分の好きな食べ物を検討し、描い
ているか
参考写真を元にしっかり色を検討している
か

【主体的に学習に取り組む態度】
説明をしっかり聞けたか
テーマに沿ってアイディアを出そうとして
いるか

〇

プレゼンテーション者：自身が製
作した作品の頑張ったところや工
夫点、見て欲しいところ等を、具
体的に詳しく鑑賞者に伝える。

鑑賞者：作品を見ながらプレゼン
テーションをよく聞いて、作者の
意図や作品の工夫点、良さを見つ
け、具体的に詳しく文章にする。

塑像：食品サンプル製作　プレゼ
ンテーション

【主体的に学習に取り組む態度】
作者の意図や作品の良さを感じ取ることが
できたか
鑑賞者に伝わるように、自分の考えを発表
することができたか

〇 4

自分の好きな食べ物を選び、その
食べ物の食品ｻﾝﾌﾟﾙ作りにﾁｬﾚﾝｼﾞ
する。
 ③ﾊﾟｰﾂごとに食品ｻﾝﾌﾟﾙを粘土で
成形する。
 ④色の研究に沿って、適した色
を着色する。
 ⑤ﾊﾞﾗﾝｽよく配置し接着する。
 ⑥仕上げのﾆｽを塗り、食品の鮮
やかさと劣化を防ぐ。

塑像：食品サンプル製作　成型 【知識・技能】
材料の特徴を生かし、自分の意図に合う表
現方法を工夫している
丁寧に制作しているか。
参考写真を元にしっかり色を着彩している
か
各ﾊﾟｰﾂの仕上がりを十分に整わせ、壊れな
いように接着しているか
ﾆｽはムラにならない様に丁寧に塗ったか

【思考力、判断力、表現力等】
ユニークな色や形を作っているか
習得した技法を活用しているか

〇 〇 16

〇

〇 1

製作した食品サンプルからイメー
ジしたお店の内装と外装を考え、
身近な材料で製作する

立体造形：お店の内観・外装製作
アイディアスケッチ、製作

【知識・技能】
材料の特徴を生かし、自分の意図に合う表
現方法を工夫しているか
【思考力、判断力、表現力等】
ユニークな色や形を作っているか
習得した技法を活用しているか

〇 〇 13

1
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プレゼンテーション者：頑張った
所や工夫点を分かりやすく伝える
鑑賞者：作品を見ながらプレゼン
テーションをよく聞いて、作者の
意図や作品の工夫点、良さを見つ
けて文章に記す

立体造形：お店の内観・外装製作
プレゼンテーション

【主体的に学習に取り組む態度】
作者の意図や作品の良さを感じ取ることが
できたか
鑑賞者に伝わるように、自分の考えを発表
することができたか

〇



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組

使用教科書： 書道Ⅱ（東京書籍）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

書の表現や形式、多様性などについて幅広く 書に対する考えを深め、自己が対象物に対して 臨書や創作などの書の幅広い活動に取り組みな
知り、書の技法を身に付け、書写能力の向上を 感じる印象を言語化し、書の美を主体的に味わ がら、筆記具で文字を書くことを楽しみを味わ
図る。同時に書の歴史を知り、自己表現のため う。また自己の創作意図に沿って構想と表現を い、生涯を通じて書を愛好する心情を育む。
の基礎的な考え方を技能を身に付ける 工夫し制作に取り組む。 書文化に親しみ、書を通じて心豊かな生活や社
　 会を作り出す手助けを行う

単元①《篆書の学習》 〇漢字の成り立ちと変遷 〇 〇 〇」 12
【知識及び技能】 →漢字の誕生から現在に至るまでの【知識及び技能】
文字の歴史の中での漢字、彫る文字　形の変化と文字の役割 篆書の歴史的な位置づけを理解できたか
として生まれた篆書の存在意義を 篆書の運筆、逆筆、蔵鋒、中鋒が習得できたか
理解させる 刻られた文字としての篆書の学習
【思考力・判断力・表現力等】 〇甲骨文 【思考力・判断力・表現力等】
篆書の特徴をとらえ、彫る字を筆で〇金分 篆書の特徴を忠実に表現できたか
表現する力を養う 〇石鼓文 漢字の誕生時の文字であることを意識できたか
【主体的に学習に取り組む態度】 〇泰山刻石
漢字の原点を知ることで、当時の 〇自分の名前の篆書 【主体的に学習に取り組む態度】
文字の存在意義と現在も使用されて 楷書とは違う書き方に積極的に向き合い、
いる篆書を探しつながりを導く 筆裁きを変化させようと心がけたか

単元②《篆刻の学習》 〇印の成り立ちと役割 〇 〇 〇 12
【知識及び技能】 →封泥から落款まで様々な目的で 【知識及び技能】
印の誕生した理由から様々な場面で　印は作成された 歴史的な印の役割を理解できたか
利用されて来た印の役割を理解 印の制作過程を習得できたか
させる 〇印稿
【思考力・判断力・表現力等】 〇布字 【思考力・判断力・表現力等】
印の制作過程を理解し篆刻にあった〇印刻 篆刻にあった篆書を選び、表現できたか
篆書を選び、表現していく 〇補刀
【主体的に学習に取り組む態度】 〇押印 【主体的に学習に取り組む態度】
印の役割を理解し、一字一字丁寧に 印の役割を理解し、一字一字を丁寧に
彫り進めるよう指導する 彫り進めることができたか

単元③《隷書の学習》 〇隷書の成り立ちと特徴を捉える 〇 〇 〇 16
【知識及び技能】 →正書体、逆筆、蔵鋒、波磔 【知識及び技能】
歴史の中で隷書が誕生した背景と 篆書から隷書に変わった歴史的位置づけを理解
特徴を理解させる 〇乙瑛碑 できたか
【思考力・判断力・表現力等】 〇曹全碑 隷書の逆筆蔵鋒で波磔の書法が習得きたか
それぞれの作品の個性と相違を発見〇礼器碑 【思考力・判断力・表現力等】
し、書分ける技法を習得させる 隷書の生まれた背景を理解しながら、それぞれ
【主体的に学習に取り組む態度】 の中から一点選び、半切作品に の作品の個性を表現に生かすことができたか。
筆で書く漢字の書体として生まれた 【主体的に学習に取り組む態度】
隷書の書風が現代の中にも生かせる 隷書の成り立ち書風を理解することで身の回り
ことを結び付けていく の文字に興味を持ち、表現の幅を広げようとし

ているか
単元④《草書の学習》 〇 〇 〇 16
【知識及び技能】 〇草書の成り立ちと特徴を捉える 【知識及び技能】
草書は本来、隷書から変化してでき→速書き、 草書の成り立ちを理解し、太細、緩急をつけた
書体であることをりかいさせる 運筆を習得できたか
【思考力・判断力・表現力等】 〇真草千字文 【思考力・判断力・表現力等】
楷書・行書・草書への変化の過程を〇書譜 楷書・行書・草書への変化を覚えることで、表
知ることは表現方法を広げる上で 〇十七帖 現のパターンをより多く身に付けることがでぉ
とても大事であることを伝える たか
【主体的に学習に取り組む態度】 半紙20枚分の作品を和綴じする 【主体的に学習に取り組む態度】
草書を学ぶことで５つの書体すべて 草書を学ぶことで書体、書法の基礎を一通り
学習することになり、自己表現への 学習した上で、それぞれの特徴、相違を書き
結びつきを意識させる 分ける力を育てることができたか

単元⑤《漢字仮名交じりの書学習》
【知識及び技能】 〇創作活動への手順を踏みながら 【知識及び技能】
５つの書体の中で、自分の表現した　自己表現を実現させていく 2年間で習得した書体、古典の書風を書き分ける力を
い書体を決める どれだけ身に付けたか
【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
古典を参考にしながら、自己表現し 書体、古典の書風を自己表現の方法にでこまで関連
たい子とにあう書風を決めていく づけて生かすことができたか
【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】
自分の思いを文字に表現することで 自分の表現したい思いを文字に表現することで
自己表現の幅を広げる 自己表現の幅が広がることを意識できたか
単元⑥《仮名の学習》 〇 仮名の表現方法の一つ　 【知識及び技能】 〇 〇 〇 6
【知識及び技能】 散らし書きの特徴、書法を学ぶ平仮名、変体仮名の構成を理解し、仮名の表現
日本古来の文字である仮名の意義と 方法の一つである散らし書きの方法を習得できたか
散らし書きの技法を理解する 〇寸松庵色紙 【思考力・判断力・表現力等】
【思考力・判断力・表現力等】 散らし方を変えると作品の印象が変わることを
散らし書きの散らし方は様々でどこで 理解し工夫できたか
切るかで、作品の印象が変わることを 【主体的に学習に取り組む態度】
検証、体験する 表現技法のひとつととらえ、今後の自己表現に

生かそうとする姿勢が身についたか
単元⑦《大字の学習》 〇全紙に1文字を表現する 〇 〇 〇 8
【知識及び技能】 【知識及び技能】
大字独特の力とリズムを体感する 〇グループでの表現を学ぶ 大字独特の力加減とリズム感を身に作られたか
個人とは違う複数人での表現を学ぶ〇全紙２枚サイズに表現する 自分と他人の良い所を生かした作品制作をできたか
【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
空間を上手く使い、半紙ではできなか 空間をいっぱいに有効活用して自分たちの思いを
った筆の勢いを大事に考える 仲間と調和のとれた字を書くことができたか
【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えだけでなく、お互いの良い 大字の醍醐味を生かした作品にできたか
所を認め合いながら、工夫する 個人では味わえない協調性を感じる作品にできたか 合計

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を
培う

野津田
芸術 書道Ⅱ 2

1,2,3,５

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

0

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

２
学
期

３
学
期
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年間授業計画

野津田 高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：All Aboard ! English Communication Ⅱ

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】
・ Pre-Lesson

My Plans for This Year

・ Lesson1
A Colorful Is land
関係代名詞（what）

・ Lesson2
【思考・判断・表現】 With the Beatles 【思考・判断・表現】

比較表現

○教材

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

○指導や評価の方法

定期考査 ○ ○ 1
【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】

・ Lesson 3
Wild Men
itの用法

・ Lesson 4
Little Hero
間接疑問文

【思考・判断・表現】
【思考・判断・表現】

○教材

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

○指導や評価の方法

定期考査 ○ ○ 1
【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】

・ Lesson 5
Special Makeup in Kabuki
to不定詞を含む表現

・ Lesson6

動詞の目的語になるif節
【思考・判断・表現】 【思考・判断・表現】

○教材

【主体的に学習に取り組む態度】 ○指導や評価の方法 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

英語 英語コミュニケーションⅡ

英語 英語コミュニケーションⅡ 3

英語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて
発展的に活用できる技能を身に付け、積極的に発信する力を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語
で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して
発展的に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、発展的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働き
などの理解を深め、４技能によるコミュニケー
ションにおいて、目的や場面、状況などに応じ
て発展的に活用する技能を身に付け、積極的に
発信する力を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況に
応じて外国語で情報や考えの概要や要点、詳

細、話し手や書き手の意図などを的確に理解し
たり、これらを活用して発展的に表現したり伝

え合うことができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮
しながら、発展的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

○ ○ ○ 20

関係代名詞、比較表現の特徴やきま
りなどを理解する。コミュニケー
ションを行う目的などに応じて、日
常的な話題などについて話された文
等を聞いたり読んだりして、その内
容を捉える技能を身に付ける。

関係代名詞、比較表現の特徴やきまりなどを
理解している。コミュニケーションを行う目
的等に応じ、日常的な話題などについて話さ
れた文等を聞いたり読んだりして、その内容
を捉える技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的など
に応じて、日常的な話題などについ
て、情報や考えなどを、話したり書
いたりする。

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て、日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

教科書、問題集、プリント、
ノート、スマスク端末

外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、話し手に配慮しながら、
主体的に英語で話されることを聞こ
うとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。小テスト、パフォーマンステス

ト、問題集等の提出物

○ ○ 21

itの用法や間接疑問文の特徴やきま
りなどを理解する。コミュニケー
ションを行う目的などに応じて、日
常的な話題などについて話された文
等を聞いたり読んだりして、その内
容を捉える技能を身に付ける。

itの用法や間接疑問文の特徴やきまりなどを
理解している。コミュニケーションを行う目
的などに応じて、日常的な話題などについて
話された文等を聞いたり読んだりして、その
内容を捉える技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て、日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

コミュニケーションを行う目的など
に応じて、日常的な話題などについ
て、情報や考えなどを、話したり書
いたりする。 教科書、問題集、プリント、

ノート、スマスク端末
外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、話し手に配慮しながら、
主体的に英語で話されることを聞こ
うとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。小テスト、パフォーマンステス

ト、問題集等の提出物

○

２
学
期

○ ○ ○ 19

to不定詞を含む表現や動詞の目的語
になるif節の特徴やきまりなどを理
解する。コミュニケーションを行う
目的などに応じて、日常的な話題な
どについて話された文等を聞いたり
読んだりして、その内容を捉える技
能を身に付ける。

to不定詞を含む表現や動詞の目的語になるif
節の特徴やきまりなどを理解している。コ
ミュニケーションを行う目的などに応じて、
日常的な話題などについて話された文等を聞
いたり読んだりして、その内容を捉える技能
を身に付けている。Seeds for Future Generations

コミュニケーションを行う目的など
に応じて、日常的な話題などについ
て、情報や考えなどを、話したり書
いたりする。

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て、日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

教科書、ワークブック、プリン
ト、ノート、スマスク端末

外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、話し手に配慮しながら、
主体的に英語で話されることを聞こ
うとする。

小テスト、パフォーマンステス
ト、ワークブック等の提出物

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。



【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】
・ Lesson７

Over the Wall
関係副詞

・ Lesson8
Inspiration from Nature
知覚動詞

【思考・判断・表現】 ○教材 【思考・判断・表現】

○指導や評価の方法
【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】

・ Lesson9

使役動詞

・ Lesson10
Fighting Angel
分詞構文

【思考・判断・表現】 ○教材 【思考・判断・表現】

○指導や評価の方法
【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1

合計

２
学
期

○ ○ 20

関係副詞や知覚動詞の特徴やきまり
などを理解する。コミュニケーショ
ンを行う目的などに応じて、日常的
な話題などについて話された文等を
聞いたり読んだりして、その内容を
捉える技能を身に付ける。

関係副詞や知覚動詞の特徴やきまりなどを理
解している。コミュニケーションを行う目的
などに応じて、日常的な話題などについて話
された文等を聞いたり読んだりして、その内
容を捉える技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的など
に応じて、日常的な話題などについ
て、情報や考えなどを、話したり書
いたりする。

教科書、ワークブック、プリン
ト、ノート、スマスク端末

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て，日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

小テスト、ワークブック等の提
出物外国語の背景にある文化に対する理

解を深め、話し手に配慮しながら、
主体的に英語で話されることを聞こ
うとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。

○

３
学
期

○ ○ ○ 20

使役動詞や分詞構文の特徴やきまり
などを理解する。コミュニケーショ
ンを行う目的などに応じて、日常的
な話題などについて話された文等を
聞いたり読んだりして、その内容を
捉える技能を身に付ける。

使役動詞や分詞構文の特徴やきまりなどを理
解している。コミュニケーションを行う目的
などに応じて、日常的な話題などについて話
された文等を聞いたり読んだりして、その内
容を捉える技能を身に付けている。

The Bitter Truth behind
Chocolate

コミュニケーションを行う目的など
に応じて、日常的な話題などについ
て、情報や考えなどを、話したり書
いたりする。

教科書、ワークブック、プリン
ト、ノート、スマスク端末

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て，日常的な話題などについて，情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

小テスト、パフォーマンステス
ト、ワークブック等の提出物外国語の背景にある文化に対する理

解を深め、話し手に配慮しながら、
主体的に英語で話されることを聞こ
うとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，話し手に配慮しながら，主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。
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年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

〇 〇 1

〇 〇 1

論理表現Ⅱ

野津田 英語 論理表現Ⅱ
英語 論理表現Ⅱ 2

英語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて
発展的に活用できる技能を身に着けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社旗的な話題について、外国語
で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して
発展的に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、
自律的、発展的に外国語を用いてコミュニケーションを取ろうとする態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

英語の基本的な語句や文を理解し、日常的な話
題などについて意見を述べたり、賛成反対の意
見を根拠を示しながら伝え合うことができる。

自分の意見を相手によりよく理解してもらえる
ように、事例や根拠を示しながら説明すること
ができる。また社会的な話題について背景知識
を活用しながら自分の考えを述べたり相手の考
えを引き出したりすることができる。

自分の意見を相手によりよく理解してもらえ
るように様々な表現を用いるなどの工夫をし
て伝え合おうとしている。また、相手の意見
に応じて自分の考えを示しながらよりよいや
り取りになるよう努めている。

態
配当
時数

１
学
期

1st Zone 自分の日常生活について
話す
Lesson 1 最近の出来事について説
明する
Lesson 2 有名人の経歴について説
明する
Lesson 3 できること・すべきこと
について話す

【知識及び技能】
　現在・過去・未来の表し方や完了
形を使った表現を身に着ける。授道
程を用いた表現を身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
相手の発言に対して感想を述べる、
自分の興味に基づいた物事を紹介す
る、相手の話題について推測を述べ
る、日本の文化について紹介する、
などの表現を身に着ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の意見を相手に伝えたり、相手
の言いたいことを確かめたり推測し
ながら聞いたりすることで発展的な
やり取りになるよう工夫する。

・指導事項
Lesson 1 現在・過去・未来の表現
Lesson 2　現在完了・過去完了の
表現
Lesson 3　助動詞を用いた推測の
表現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・パフォーマンステスト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　現在・過去・未来の表し方や完了形・助動
詞を使って日常生活について英語でやり取り
できる。

【思考・判断・表現】
相手の発言に対して感想を述べる、自分の興
味に基づいた物事を紹介する、相手の話題に
ついて推測を述べる、日本の文化について紹
介する、などして英語でやり取りができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
自分の意見を相手に伝えたり、相手の言いた
いことを確かめたり推測しながら聞いたりす
ることでよりよいコミュニケーションになる
よう工夫して英語でやり取りできる。

〇 〇 〇 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

定期考査
Lesson 4 日本の文化・ものについ
て話す

2nd Zone 社会とのかかわりについ
て話す
Lesson 5 防災について考える
Lesson 6 都市構造について議論す
る

【知識及び技能】
受動態を用いた「～される」の表現
や不定詞を用いた様々な表現を身に
着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
伝統文化について伝えたり、社会的
課題について論じたりする表現を身
に着ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
相手の発言内容を確認したり、理由
をたずねたりしながらよりよいやり
取りになるよう工夫する。

・指導事項
Lesson 4 受動態を用いた表現

Lesson 5 不定詞の名詞的・形容詞
的・福祉的用法を用いた表現
Lesson 6　to不定詞を用いた様々
な表現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・パフォーマンステスト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　受動態を用いた「～される」の表現や不定
詞を用いた様々な表現を使って日常生活や社
会とのつながりについて英語でやり取りでき
る。

【思考・判断・表現】
相手の意見やその理由を尋ねる、聞き返すな
どして相手の意見や発言に応じて英語でやり
取りができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
相手の発言内容を確認したり理由をたずねた
りしながら発展的なやり取りになるよう工夫
して英語でやり取りできる。

〇 〇 13

定期考査

２
学
期

Lesson 7　食について考える
Lesson 8　ICTとバリアフリー社会
について考える
3rd Zone グローバリゼーションと
アイデンティティ
Lesson 9 世界平和に貢献した人々
について知る
【知識及び技能】
「～すること」のほか、動名詞の
様々な表現、分詞を用いた様々な表
現、関係代名詞を用いた表現を身に
着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
社会的課題について意見を交換す
る、人物や場所などについて説明す
る表現を身に着ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会的課題について意見を述べた
り、人物や場所について説明を付け
加えたりしながらよりよいやり取り
になるよう工夫する。

・指導事項
Lesson 7 「～すること」のほか、
動名詞の様々な表現
Lesson 8　現在分詞と過去分詞を
用いた様々な表現
Lesson 9　関係代名詞を用いて人
物や場所などについて説明する表
現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・パフォーマンステスト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　「～すること・したこと・されること」を
動名詞を使って表現する。「～している…」
と分詞などで説明を加えた表現。関係代名詞
を用いて人物や場所について説明するなどし
て英語でやり取りできる。

【思考・判断・表現】
社会的課題について意見を交換したり、人物
や場所などについて説明する表現を用いて英
語でやり取りができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
社会的課題について意見を述べたり、人物や
場所について説明を付け加えたりしながらよ
りよいやり取りになるよう工夫して英語でや
りとりできる。

〇 〇 〇

〇

13



〇 〇 1

〇 〇 1

〇 〇 1
合計

２
学
期

Lesson 7　食について考える
Lesson 8　ICTとバリアフリー社会
について考える
3rd Zone グローバリゼーションと
アイデンティティ
Lesson 9 世界平和に貢献した人々
について知る
【知識及び技能】
「～すること」のほか、動名詞の
様々な表現、分詞を用いた様々な表
現、関係代名詞を用いた表現を身に
着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
社会的課題について意見を交換す
る、人物や場所などについて説明す
る表現を身に着ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会的課題について意見を述べた
り、人物や場所について説明を付け
加えたりしながらよりよいやり取り
になるよう工夫する。

・指導事項
Lesson 7 「～すること」のほか、
動名詞の様々な表現
Lesson 8　現在分詞と過去分詞を
用いた様々な表現
Lesson 9　関係代名詞を用いて人
物や場所などについて説明する表
現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・パフォーマンステスト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　「～すること・したこと・されること」を
動名詞を使って表現する。「～している…」
と分詞などで説明を加えた表現。関係代名詞
を用いて人物や場所について説明するなどし
て英語でやり取りできる。

【思考・判断・表現】
社会的課題について意見を交換したり、人物
や場所などについて説明する表現を用いて英
語でやり取りができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
社会的課題について意見を述べたり、人物や
場所について説明を付け加えたりしながらよ
りよいやり取りになるよう工夫して英語でや
りとりできる。

〇 〇 〇 13

定期考査
Lesson 10 世界の国々について知る
Lesson 11　健康と生活について考
える
Lesson 12 様々な立場に立って考え
る

【知識及び技能】
関係副詞を使って場所や理由などの
説明を加えた表現をする。比較を用
いた様々な表現を身に着ける。仮定
法を使って想像の話や願望の表現を
身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験を説明を加えながら伝え
る、比較をしながら健康について話
す、仮定をしながら異なる立場の考
えを伝える表現を身に着ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の経験を場所などの説明を加え
ながら伝えたり、差の程度や倍数な
どを加えながら健康について話した
り、事実と異なる仮定に基づいて意
見を伝え、よりよいやり取りになる
よう工夫する。

・指導事項
Lesson 10 ときや場所・理由の説
明などを伴う様々な表現
Lesson 11　差の程度や倍数などを
用いた様々な比較の表現
Lesson 12　事実と異なる仮定に基
づいて自分の考えを伝える表現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・パフォーマンステスト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
関係副詞を使って場所や理由などの説明を加
えた表現、比較を用いた様々な表現、仮定法
を使って想像の話や願望の表現を用いて英語
でやり取りできる。

【思考・判断・表現】
自分の経験を説明を加えながら伝える、比較
をしながら健康について話す、仮定をしなが
ら異なる立場の考えを伝えるなどの表現を用
いて英語でやり取りができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
自分の経験を場所などの説明を加えながら伝
えたり、差の程度や倍数などを加えながら健
康について話したり、事実と異なる仮定に基
づいて意見を伝え、よりよいやり取りになる
よう工夫して英語でやりとりできる。

〇 〇 〇 13

定期考査

3
学
期

4th Zone 文化や情報の受容とコ
ミュニケーションスキル
Lesson13  文化と認知の関係につい
て知る
Lesson 14  ニュースなどの内容を
伝える
Lesson 15  自分らしい生き方につ
いて考える

【知識及び技能】
様々な否定の表現を身に着ける。時
制の一致や話法を転換した表現を身
に着ける。無生物主語や協調などの
特徴的な構文を用いた表現を身に着
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
文化的認知の違いを説明する、他人
の発言を伝えたり疑問・命令を間接
的に伝える、特徴的な構文を用いて
英語らしい表現を身に着ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
文化的な認知の違いについて説明を
述べたり、情報を間接的に伝えた
り、特徴的な構文を使って要求や提
案・強調を伝え、よりよいやり取り
になるよう工夫する。

・指導事項
Lesson 13 「ほとんどない、全く
ない」などの様々な否定表現、付
加疑問で同意を求めたり間接的な
疑問の表現
Lesson 14　話法の転換やそれに伴
う時制の表現、疑問や命令を間接
的に伝える表現
Lesson 15 　特徴的な英語の構文
を用いて提案や要求、協調を伝え
る表現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・パフォーマンステスト
・一人１台端末の活用

〇 〇 13

定期考査

70

【知識及び技能】
様々な否定の表現、時制の一致や話法を転換
した表現、無生物主語や協調などの特徴的な
構文を用いた表現を用いて英語でやりとりで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
文化的認知の違いを説明する、他人の発言を
伝えたり疑問・命令を間接的に伝える、特徴
的な構文を用いて英語らしい表現で伝えるな
どして英語でやりとりできる。

【主体的に学習に取り組む態度】
文化的な認知の違いについて説明を述べた
り、情報を間接的に伝えたり、特徴的な構文
を使って要求や提案・強調を伝え、よりよい
やり取りになるよう工夫して英語でやりとり
できる。

〇



年間授業計画 （

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：図説家庭基礎

教科 の目標： 実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成する。

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標： ・家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ、家族や家庭生活のありかた、子どもと高齢者の生活と福祉、生活の自立のための衣食住や消費生活・環境などの基礎的な知識・技術を身につける。・生活課題を主体的に解決し、生活の充実向上をはかる力と実践的な態度を身につける。

第１章自分らしい生き方と家族 第１章自分らしい生き方と家族 （知識・技能）

（知識・技能） ワーク・定期考査 〇 〇 〇 8
・ライフステージ、発達課題、ライフイベントを関連させて理解することができる指導事項
・４つの自立について理解できる ・人生 （思考・判断・表現）
（思考・判断・表現） ・青年期・労働 ワーク・定期考査
・自分のライフコースを考えることができる・生活時間・男女共同参画社会
・自分にとっての家族について考えられる・家族・社会環境の変化や課題 （主体的に学習に取り組む態度）
（主体的に学習に取り組む態度） ・家族に関わる法律 ワーク・レポート
・職業について近い将来のことという意識をもって積極的に学習に臨む
・将来の自分が作る家族について考えようとする

第２章　子どもとかかわる 第２章　子どもとかかわる
（知識・技能） 指導事項 （知識・技能） 〇 〇 〇 8
・子どもの発達について理解する ・誕生・発達 ワーク・定期考査
・保育やかかわりの重要性を理解する・生活習慣と健康・食生活衣生活 （思考・判断・表現）
（思考・判断・表現） ・遊び・親になること ワーク・定期考査
・どのようなかかわり方がいいか考えようとする・環境・法律・制度 （主体的に学習に取り組む態度）
（主体的に学習に取り組む態度） ワーク・レポート
・自分の将来と結び付けながら考え、学習しようとする

第3章　高齢者とかかわる 第3章　高齢者とかかわる 〇 〇 〇 6
（知識・技能） 指導事項 （知識・技能）
・現在の高齢社会について理解する・高齢社会・高齢者 ワーク・定期考査
・介護の課題を理解する ・介護・制度 （思考・判断・表現）
（思考・判断・表現） ワーク・定期考査
・高齢期について自分と結びつけながら考えようとする （主体的に学習に取り組む態度）
（主体的に学習に取り組む態度） ワーク・レポート
・高齢者へのインタビューなどを行い、理解を深めようとする。

第4章　社会とかかわる 第4章　社会とかかわる 〇 〇 〇 4
（知識・技能） 指導事項 （知識・技能）
・社会福祉の重要性を理解する ・共生・社会保険制度 ワーク・定期考査
・福祉制度、社会保障制度について、生活課題と関連させながら理解できる・社会の一員としての役割 （思考・判断・表現）
（思考・判断・表現） ワーク・定期考査
・支えあう活動への興味・関心を持って、調査・参加しようとしている。（主体的に学習に取り組む態度）
（主体的に学習に取り組む態度） ワーク・レポート
・地域の福祉について調査を行い、自分でできることについて考え、まとめることができる

第5章　食生活をつくる 第5章　食生活をつくる

（知識・技能） 指導事項 （知識・技能） 〇 〇 〇 18
・健康と食生活のかかわりを理解できる・食生活と健康・栄養素 ワーク・定期考査
・栄養素の体の中での働きについての基礎的知識を習得できる・食品の選択と表示・食品の衛生 （思考・判断・表現）
・食品を適切に選択することができる・食料自給率・食の未来と環境への取り組みワーク・定期考査
・日本の食生活の現状・課題について理解できる・食事摂取基準・献立作成 （主体的に学習に取り組む態度）
（思考・判断・表現） ・調理の基本 ワーク・レポート・調理実習
・食生活の安全性について考えることができる
・食品ロスに配慮した調理実習をできる
（主体的に学習に取り組む態度）
・調理実習において積極的に参加しようとしている

第6章　衣生活をつくる 第6章　衣生活をつくる （知識・技能） 〇 〇 〇 10
（知識・技能） 指導事項 ワーク・定期考査
・衣服の起源について理解できる ・人と衣服のかかわり・健康で安全な衣服（思考・判断・表現）
・衣服素材の保温性や通気性などの特徴を知る・衣服素材・衣生活の計画 ワーク・定期考査
（思考・判断・表現） ・衣服の管理・持続可能な衣生活 （主体的に学習に取り組む態度）
ファストファッションの問題点を把握し、行動を見直すことができるワーク・レポート・実習
（主体的に学習に取り組む態度）
実習に積極的に参加しようとしている

第7章　住生活をつくる 第7章　住生活をつくる

（知識・技能） 指導事項 （知識・技能） 〇 〇 〇 6
・住まいの機能や文化を理解できる・人と住まいのかかわり・平面計画ワーク・定期考査
・災害とその対策について理解できる・ライフステージと住まいの計画 （思考・判断・表現）
（思考・判断・表現） ・健康に配慮した住まい・安全な住まいワーク・定期考査
・自然災害に対して、防災・減災対策を考えることができる・持続可能な住まい・これからの住まい（主体的に学習に取り組む態度）
（主体的に学習に取り組む態度） ワーク・レポート
・住まいにおいて、課題を見つけ、改善に向けて積極的に取り組もうとしている

第8章　経済的に自立する 第8章　経済的に自立する 〇 〇 〇 4
（知識・技能） 指導事項 （知識・技能）
・家計の構成がわかる ・収入・支出を把握する・社会と家計の変化ワーク・定期考査
・長期的な経済設計が立てられるようになる・長期的な経済計画・家計 （思考・判断・表現）
（思考・判断・表現） ワーク・定期考査
給与の使い方をシミュレーションし考えることができる （主体的に学習に取り組む態度）
（主体的に学習に取り組む態度） ワーク・レポート
ライフイベントや生活のリスクについて思考することができる

第9章　消費行動を考える 第9章　消費行動を考える
（知識・技能） 指導事項 （知識・技能） 〇 〇 〇 6
・契約のしくみを理解できる ・契約と主体的な消費行動 ワーク・定期考査
・販売方法の種類や内容について知識が身についている・問題商法・法律 （思考・判断・表現）
（思考・判断・表現） ・支払い方法・消費者の権利と責任ワーク・定期考査
・問題商法の被害を未然に防いだり、早期に解決するための方法について思考・判断ができる・持続可能な社会 （主体的に学習に取り組む態度）
（主体的に学習に取り組む態度） ワーク・レポート
・SDGｓについて、身近な例をもとに思考・判断できる

合計

家庭基礎

野津田 家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活を主体的に営むた めに必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて理解 しているとともに技能を身に付けている。

生活の中から問題を見いだして課題を設定し解決する力を身に付 けている。

課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域社会に参画しようとするとともに、生活を創造し実践しようとしてい る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的
に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会
との関わりについて理解を深め，生活を主体的
に営むために必要な家族・家庭，衣食住，消費
や環境などについて理解しているとともに，そ

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだして課題を設定し，
解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身につけている。

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築
に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，地域社会に参
画しようとするとともに，自分や家庭，地域の
生活を創造し，実践しようとしている。

態
配当
時数

１

学
期

２

学
期

３

学

期

70

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書：7　実教　福祉３０１　社会福祉基礎 副教材： 最新：介護福祉養成講座１　人間の理解　中央法規

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】 社会保障制度の意義と目的
社会福祉と社会保障制度 【思考力、判断力、表現力等】
社会福祉を推進する機関

【思考力、判断力、表現力等】 ・教材 【主体的に学習に取り組む態度】
教科書、テキスト、
社会福祉小六法、プリント
PC端末

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】 少子化時代の子ども子育て支援
子育て支援と保育 【思考力、判断力、表現力等】
障害のある子どもの福祉
子どものすこやかな成長の支援

【思考力、判断力、表現力等】 市町村と児童相談所の役割 【主体的に学習に取り組む態度】
社会的養護と児童虐待への対応
子どもの貧困とひとり親家庭の福祉

子どもの権利と子どもの家庭福祉

【主体的に学習に取り組む態度】 ・教材
教科書、テキスト、
社会福祉小六法、プリント
PC端末

定期考査 〇 〇 1

・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】 障害者福祉とは
身体障害者の現状と課題 【思考力、判断力、表現力等】
身体障害者福祉の推進
障害者の生活支援

【思考力、判断力、表現力等】 知的障害者の現状と課題 【主体的に学習に取り組む態度】
知的障害者の在宅支援と施設の役割

障害者グループホーム
発達障害をめぐる多様な課題と支援
精神保健と精神障害
精神障害者の支援
障害者福祉の今後

【主体的に学習に取り組む態度】 ・教材
教科書、テキスト、
介護福祉用語辞典
社会福祉小六法、プリント
PC端末

定期考査 〇 〇 1

・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】 人口の高齢化と高齢者福祉
高齢者の健康保持と社会参加 【思考力、判断力、表現力等】
介護保険制度（１）（２）
高齢者の在宅サービス（１）（２）

【思考力、判断力、表現力等】 認知症ケア 【主体的に学習に取り組む態度】
介護保険施設
老人福祉施設その他
高齢者の地域生活を支える各種サービス

高齢者福祉の将来
【主体的に学習に取り組む態度】 ・教材

教科書、テキスト、
社会福祉小六法、プリント
PC端末

定期考査 〇 〇 1

・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】 生活保護とは
生活保護の種類と基準 【思考力、判断力、表現力等】
生活保護の実施運営体制と最近の動向

【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】 ・教材
教科書、テキスト、
社会福祉小六法、プリント
PC端末

定期考査 〇 〇 1
合計

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

野津田 福祉 社会福祉基礎
福祉 社会福祉基礎 2

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

思

社会福祉基礎
現代社会における社会福祉の意義や役割を理解するとともに関連する技術を身に付け、社会福祉の
向上と発展にを担うために必要な資質・能力の育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

社会福祉について体系的に・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身に付けるようにす
る。

社会福祉の展開に関する課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

社会保障と社会福祉について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

態 配当
時数

１
学

期

第3編：生活を支える社会福祉・

〇 〇 〇 12

第1章：社会福祉・社会保障制度 第1章：社会福祉・社会保障制度

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知

社会保障制度の意義と役割について理解し
た内容を記入する。

社会保障制度の意義と役割につい
て理解しているとともに、関連す
る技術を身に付けている。

社会保障制度について考察した内容を記入
する。

社会福祉と社会保障制度、また社
会福祉を推進する機関を発見し、
職業人に求められる倫理観を踏ま
え科学的な根拠に基づいて創造的
に解決している。

社会保障制度についてグループワークで話
し合った内容をまとめ、発表する。

第3編：生活を支える社会福祉・

〇 〇 〇 12

第２章：子ども家庭福祉 第２章：子ども家庭福祉 子ども家庭福祉から理解した内容を記入す
る。

子ども家庭福祉について理解して
いるとともに、関連する技術を身
に付けている。

子ども家庭福祉について考察した内容を記
入する。

子ども家庭福祉に関する課題を発
見し、職業人に求められる倫理観
を踏まえ科学的な根拠に基づいて
創造的に解決している。

子ども家庭福祉についてグループワークで
話し合った内容をまとめ、他の人に説明で
きる。

子ども家庭福祉び、主体的かつ協
働的に取り組もうとしている。

２

学
期

第3編：生活を支える社会福祉・

障害者福祉について自ら学び、主
体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

第3編：生活を支える社会福祉・
社会保障制度

高齢者福祉について自ら学び、主
体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

〇 〇 14

第３章：障害者福祉 第３章：障害者福祉 障害者福祉から理解した内容を記入する。

障害者福祉について理解している
とともに、関連する技術を身に付
けている。

障害者福祉について考察した内容を記入す
る。

障害者福祉に関する課題を発見
し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ科学的な根拠に基づいて創
造的に解決している。

障害者福祉についてグループワークで話し
合った内容をまとめ、伝えることができ
る。

〇

〇 〇 16

第4章：高齢者福祉 第4章：高齢者福祉 高齢者福祉における社会福祉から理解した
内容を記入する。

高齢者福祉について理解している
とともに、関連する技術を身に付
けている。

高齢者福祉における社会福祉について考察
した内容を記入する。

高齢者福祉に関する課題を発見
し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ科学的な根拠に基づいて創
造的に解決している。

高齢者福祉における社会福祉についてグ
ループワークで話し合った内容をまとめ、
クラス全体に伝えることができる。

〇

70

３
学

期

第3編：生活を支える社会福祉・
社会保障制度

〇 〇 〇 11

第5章：生活支援のための公的扶 第5章：生活支援のための公的扶 生活支援のための公的扶助から理解した内
容を記入する。

生活支援のための公的扶助につい
て理解しているとともに、関連す
る技術を身に付けている。

生活支援のための公的扶助について考察し
た内容を記入する。生活資金の支援制度・ホームレス

の自立支援
生活支援のための公的扶助に関す
る課題を発見し、職業人に求めら
れる倫理観を踏まえ科学的な根拠
に基づいて創造的に解決してい
る。

生活支援のための公的扶助についてグルー
プワークで話し合った内容をまとめ、発表
する。

生活支援のための公的扶助につい
て自ら学び、主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： 副教材：最新　介護福祉士養成講座　３　介護の基本Ⅰ ４介護の基本Ⅱ

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

〇 〇 〇 10

定期考査 〇 〇 1

〇 〇 〇 12

定期考査 〇 〇 1

〇 〇 〇 14

定期考査 〇 〇 1

〇 〇 〇 15

定期考査 〇 〇 1

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

野津田 福祉 介護福祉基礎
福祉 介護福祉基礎 2

７実教　福祉７０２　介護福祉基礎

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能
な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

【 知　識　及　び　技　術 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う

介護福祉基礎
介護の意義と役割を理解するとともに関連する技術を身に付け、地域における継続した生活の支
援を担う職業人として必要な資質・能力を育成する

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

基礎的な介護知識の習得のほか、現代の福祉課題
を捉え考察し、選択・判断するための手がかりと
なる概念や理論について理解し、関連する技術を
身につける。また、様々な資料から、介護福祉分
野における課題を読み取り、現在の状況を知り介
護実習の実践に繋げる。

介護に関する課題を発見し、職業人に求められ
ている適切な倫理観を養い、科学的根拠に基づ
いた介護方法を身につけ、確かな創造力に基づ
いた介護実践する力を養う。

よりよい社会の実現（共生社会）に向けて、自
己に求められている役割を理解すると共に、現
代の諸課題を整理し主体的に解決しようとする
態度を養う。福祉の見方・考え方を多面的に捉
える力を養い協働的に取り組む力も身につけ
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態
配当
時数

１

学

期

第１章　介護福祉とは
〇介護の成り立ち
【知識及び技術】
専門職による「介護」が誕生した
経緯を理解させる。
介護と看護の違いについて理解さ
せる。
【思考力・判断力・表現力等】
「介護福祉士」の役割について説
明させる。
「介護福祉士」という仕事が誕生
した背景を説明させる。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」の仕事について具
体的なイメージを持つことができ
る。

・指導項目
第１章　介護福祉とは
介護の成り立ち
介護と看護の違い
介護が使われるようになった時期
介護問題への対応が始まるまでの
社会福祉政策

・教材
教科書、ワーク、プリント
 

介護の成り立ち
【知識及び技術】
専門職による「介護」が誕生した経緯を記入
している。

介護と看護の違いについて記入している。
【思考力・判断力・表現力等】
「介護福祉士」の役割について考察する。
「介護福祉士」という仕事が誕生した背景を
考察すること。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」の仕事について具体的なイ
メージを相手に話すことができる。
老人福祉法が成立した背景を考え話すことが
できる。

〇介護問題への対応が始まるまで
の社会福祉政策
【知識及び技術】
戦前の高齢者が対象となる社会福
祉政策について理解する。
戦後、介護問題への対応が始まる
までのおもな社会福祉政策につい
て理解する。
老人福祉法が成立した背景につい
て理解する。
老人福祉法による介護問題への対
応方法について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
老人福祉法が成立した背景につい
て説明させる。
福祉三法、福祉六法が成立した背
景について説明させる。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」という仕事が誕生
した背景をイメージし、介護実習
に繋げることができる。

・指導項目
介護問題への対応が始まるまでの
社会福祉政策
①恤救規則、救護法、養老院
②福祉三法、福祉六法
③老人問題、国民年金、家庭奉仕
員

・教材
教科書、ワーク、プリント

介護問題への対応が始まるまでの社会福祉政
策
【知識及び技術】
戦前・戦後における介護問題への対応が始ま
るまでのおもな社会福祉政策について記入し
ている。
老人福祉法が成立した背景について記入して
いる。
【思考力・判断力・表現力等】
老人福祉法が成立した背景について考察す
る。
福祉三法、福祉六法が成立した背景について
考察する。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」という仕事が誕生した背景を
イメージし、介護福祉士の仕事内容を相手に
話す。

２

学

期

第１章　介護福祉とは
〇介護概念の変遷
【知識及び技術】
介護概念の変遷（1970年代～2000
年代以降）の流れについて理解す
る。
介護保険制度が導入された背景に
ついて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
各年代であったことを調べて説明
する。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護実習」で実習した施設につ
いて記入し実習内容をまとめ伝え
る。

・指導項目
介護概念の変遷
①１９７０年代～２０００年代以
降の社会背景
②介護保険

・教材
教科書、ワーク、プリント

〇介護概念の変遷
【知識及び技術】
介護概念の変遷（1970年代～2000年代以降）
の流れについて記入している。
介護保険制度が導入された背景について記入
している。
【思考力・判断力・表現力等】
各年代であったことを調べて考察することが
できる。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護実習」で実習した施設について記入し
実習内容をまとめ相手に伝える。

第１章　介護福祉とは
〇介護福祉の基本理念
第２章介護福祉士を支える団体
〇介護福祉士の役割と機能
【知識及び技術】
ノーマライゼーション、ＱOLの意
味について理解する。
高齢者虐待の現状について理解す
る。
【思考力・判断力・表現力等】
尊厳とはどういったことなのか説
明する。
【学びに向かう力・人間性等】
高齢者虐待について事例を通して
考え自分自身の考えをまとめる。

・指導項目
介護福祉の基本理念
①ノーマライゼーション
②QOL
③高齢者虐待

・教材
教科書、ワーク、プリント

第１章　介護福祉とは
〇介護福祉の基本理念
第２章介護福祉士を支える団体
〇介護福祉士の役割と機能
【知識及び技術】
ノーマライゼーション、ＱOLの意味について
記入する。
高齢者虐待の現状について記入する。
【思考力・判断力・表現力等】
尊厳とはどういったことなのか考える。
【学びに向かう力・人間性等】
高齢者虐待について事例を通して考え自分自
身の考えをまとめ相手に伝える。

３

学

期

第３章介護福祉士の倫理
〇介護福祉士の倫理
第４章自立支援の考え方
〇自立支援とは
【知識及び技術】
日本介護福祉士会の倫理綱領の内
容について理解する。
ICFのグラフと内容について理解す
る。
リハビリテーション職の職業につ
いて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
介護福祉士が求められる倫理観に
ついて考える。
【学びに向かう力・人間性等】
介護福祉士が対象となる方にとっ
てどういった存在であるべきか、
自分自身の考えをまとめる。

・指導項目
介護福祉の基本理念
①日本介護福祉士会倫理綱領
自立支援とは
②ICF
③リハビリテーション

・教材
教科書、ワーク、プリント

第３章介護福祉士の倫理
〇介護福祉士の倫理
第４章自立支援の考え方
〇自立支援とは
【知識及び技術】
日本介護福祉士会の倫理綱領の内容を記入す
る。
ICFのグラフと内容について記入する。
リハビリテーション職の職務内容について記
入する。
【思考力・判断力・表現力等】
介護福祉士が求められる倫理観を考える。
【学びに向かう力・人間性等】
介護福祉士が対象となる方にとってどういっ
た存在であるべきか、自分自身の考えをまと
め相手に伝える。

15



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： ７実教　福祉３０４　こころとからだの理解 副教材：最新　介護福祉士養成講座　11　こころとからだの理解

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

【知識及び技術】 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】
・教材

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】

・教材 【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 ・教材

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
合計

野津田 福祉 こころとからだの理解
福祉 こころとからだの理解 2

こころとからだの理解 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、介護を
実践するための人間の理解に必要な資質・能力を育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

自立生活の支援に必要なこころとから
だについて体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身につける

自立生活の支援に必要なこころとから
だに関する課題を発見し、職業人に求
められる倫理観を踏まえ科学的な根拠
に基づいて創造的に解決する力を養う

健全で持続的な社会の構築を目指
して自ら学び、こころとからだに
基づいた自立生活の支援に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を
通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として
必要な資質・能力を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発
展に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う

態 配当
時数

１
学
期

・指導項目

○ ○ ○ 10

排泄における人の心身機能につい
て、理解を通して記述する

排泄における人の心身機能について理解した
内容をワークシートに記入しているか

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

排泄に関連したこころとからだの
しくみ
・教材

排泄における人の心身機能について安全安楽
の援助について考察した内容を記入している
か

教科書、テキスト、ワークシー
ト、ＰＣ機器排泄における人の心身機能について

考察し、内容を記入する

排泄における人の心身機能について理解し、
利用者の安全安心につながる援助方法につい
て、グループワークで話し合った内容をまと
めているか

排泄における人の心身機能について
理解し、についてグループで話し
合った内容をまとめて発表する

【知識及び技術】

○ ○ ○ 12

オムツ交換の援助方法について、理解した内
容をワークシートに記入しているか排泄において、オムツ交換の援助方

法について、理解を通して記述する
排泄に関連した援助

・教材

17

入浴・清潔保持における人の心身機
能について、理解を通して記述する

入浴・清潔保持に関連したここ
ろとからだのしくみ

入浴・清潔保持における人の心身機能につい
て理解した内容をワークシートに記入してい
るか

入浴・清潔保持における人の心身機能につい
て安全安楽の援助について考察した内容を記
入しているか入浴・清潔保持における人の心身機

能について考察し、内容を記入する

入浴・清潔保持における人の心身機能につい
て理解し、利用者の安全安心につながる援助
方法について、グループワークで話し合った
内容をまとめているか

入浴・清潔保持における人の心身機
能について理解し、についてグルー
プで話し合った内容をまとめて発表
する

オムツ交換の援助方法について、適切で安全
安楽とはどのようなものか考察した内容を記
入しているか

排泄において、オムツ交換の援助方
法について考察し、内容を記入す
る。

教科書、テキスト、ワークシー
ト、ＰＣ機器

オムツ交換の援助方法について、適切で安全
安楽についてグループで話し合った内容をま
とめているか

排泄において、適切なオムツ交換の
援助方法を実践をおこなう

○

２
学
期

教科書、テキスト、ワークシー
ト、ＰＣ機器

【知識及び技術】

○

入浴・清潔保持において、適切な洗
身洗髪の援助方法を実践をおこなう

○ ○

○ ○ 16

入浴・清潔保持の援助方法につい
て、理解を通して記述する

入浴・清潔保持に関連した援助 入浴・清潔保持の援助方法について、理解し
た内容をワークシートに記入しているか

教科書、テキスト、ワークシー
ト、ＰＣ機器

入浴・清潔保持の援助方法について、適切で
安全安楽とはどのようなものか考察した内容
を記入しているか

入浴・清潔保持の援助方法について
考察し、内容を記入する。

入浴・清潔保持の援助方法について、適切で
安全安楽についてグループで話し合った内容
をまとめているか

70

食事介護の援助方法について、適切で安全安
楽とはどのようなものか考察した内容を記入
しているか

食事介護に必要な知識をもとに援助
方法について考察し、内容を記入す
る。

教科書、テキスト、ワークシー
ト、ＰＣ機器

食事介護の援助方法について、適切で安全安
楽についてグループで話し合った内容をまと
めているか

食事介護に必要な知識を身につけ、
適切な食事の援助方法を実践をおこ
なう

３
学
期

【知識及び技術】

○ ○ ○ 10

食事介護に必要な知識と援助方法に
ついて、理解を通して記述する

食事に関連したこころとからだの
しくみと援助

食事介護の援助方法について、理解した内容
をワークシートに記入しているか



年間授業計画

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書：７実教　福祉３０３　生活支援技術 副教材：最新　介護福祉士養成講座　15　医療的ケア

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

【知識及び技術】 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】
安全な療養生活
清潔保持と感染予防

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】

健康状態の把握
高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引概論
・教材 【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】 ・教材

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】

・教材 【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1

合計

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

野津田 福祉科 生活支援技術

福祉 生活支援技術 3

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

【 知　識　及　び　技　術 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

思

生活支援技術
サービス利用者主体の生活支援の在り方を理解するとともに関連する技術を身に付け、尊厳の
保持や自立支援に根ざした継続的で豊かな生活支援に必要な資質・能力を育成する

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

自立生活の支援について体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身に付けるよう
にする。

自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、
職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根
拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、自立生活の適切な支援に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

人間と社会や保健医療制度とチーム
医療について考察し、内容を記入す

態
配当
時数

１
学
期

・指導項目

○ ○ ○ 20

人間と社会や保健医療制度とチーム
医療について教科書の記述から理解
した内容を記入する。

人間と社会

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知

人間と社会や保健医療制度とチーム医療から
理解した内容をワークシートに記入する。保健医療制度とチーム医療

・教材
教科書、テキスト、ワークシート、
ＰＣ機器

人間と社会や保健医療制度とチーム医療につ
いて考察した内容を記入する。

人間と社会や保健医療制度とチーム医療につ
いてグループワークで話し合った内容をまと
め、発表する。

人間と社会や保健医療制度とチーム
医療についてグループで話し合った
内容をまとめて発表する。

【知識及び技術】

○ ○ 20

安全な療養生活と清潔保持と感染予
防について教科書の記述から理解し
た内容を記入する。

安全な療養生活と清潔保持と感染予防から理
解した内容をワークシートに記入する。

・教材
教科書、テキスト、ワークシート、
ＰＣ機器

安全な療養生活と清潔保持と感染予防につい
て考察した内容を記入する。安全な療養生活と清潔保持と感染予

防について考察し、内容を記入す
安全な療養生活と清潔保持と感染予防につい
てグループワークで話し合った内容をまと
め、発表する。

○

安全な療養生活と清潔保持と感染予
防についてグループで話し合った内
容をまとめ、発表する。

２
学
期

○ ○ ○ 20

健康状態の把握と高齢者及び障碍
児・者の喀痰吸引概論について教科
書の記述から理解した内容を記入す

康状態の把握と高齢者及び障碍児・者の喀痰
吸引概論から理解した内容を記入する。

教科書、テキスト、ワークシート、
ＰＣ機器

康状態の把握と高齢者及び障碍児・者の喀痰
吸引概論について適切な判断をし、ワーク
シートに記入する。

康状態の把握と高齢者及び障碍児・
者の喀痰吸引概論について考察し、
内容を記入する。

20

高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引実
施
手順解説と救急蘇生法について教科

高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引実
施

高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引実施手順解
説と救急蘇生法から理解した内容を記入す

救急蘇生法

康状態の把握と高齢者及び障碍児・者の喀痰
吸引概論ついてグループワークで話し合った康状態の把握と高齢者及び障碍児・

○ ○ ○

３
学
期

高齢者及び障害児・者の経管栄養概
論と高齢者及び障害児・者の経管栄
養実施手順解説について考察し、内
容を記入する。

高齢者及び障害児・者の経管栄養概論と高齢
者及び障害児・者の経管栄養実施手順解説に
ついて実践の中で得た考えに対し、グループ
で話し合い、他者の意見を取り入れながらま

高齢者及び障害児・者の経管栄養概
論と高齢者及び障害児・者の経管栄
養実施手順解説についてグループで
話し合った内容をまとめて発表す
る。

高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引実施手順解
説と救急蘇生法について適切な判断をし、
ワークシートに記入する。

高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引実
施
手順解説と救急蘇生法について考察

教科書、テキスト、ワークシート、
ＰＣ機器

高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引実施手順解
説と救急蘇生法についてグループワークで話
し合った内容をまとめ、発表を通して共有す
る。

高齢者及び障碍児・者の喀痰吸引実
施
手順解説と救急蘇生法についてグ
ループで話し合った内容をまとめ、
発表する。

高齢者及び障害児・者の経管栄養概
論と高齢者及び障害児・者の経管栄
養実施手順解説について教科書の記
述から理解した内容を記入する。

高齢者及び障害児・者の経管栄養概 高齢者及び障害児・者の経管栄養概論と高齢
者及び障害児・者の経管栄養実施手順解説か
ら理解した内容をワークシートに適切に記入

高齢者及び障害児・者の経管栄養実
施

教科書、テキスト、ワークシート、
ＰＣ機器

高齢者及び障害児・者の経管栄養概論と高齢
者及び障害児・者の経管栄養実施手順解説に
ついてサービス利用者の状況を踏まえながら
考察し、内容を記入し表現できる。

105

○ ○ ○ 20



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： 副教材：最新　介護福祉士養成講座　９　介護過程

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

【知識及び技術】 【知識及び技術】

【思考、判断、表現等】 【思考、判断、表現等】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1

【知識及び技術】 【知識及び技術】

【思考、判断、表現等】
【思考、判断、表現等】

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1

【知識及び技術】 【知識及び技術】

【思考、判断、表現等】
【思考、判断、表現等】

【主体的に学習に取り組む態度】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
合計

野津田 福祉 介護過程
福祉 介護過程 2

介護過程について体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身につけ
る

介護過程の展開に関する課題を発見し、
職業人に求められる倫理観を踏まえ科学
的な根拠に基づいて創造的に解決する力
を養う

健全で持続的な社会の構築を目指し
て自ら学び、介護過程の適切な展開
に主体的かつ協働的に取り組む態度
を養う

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通
じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として必要
な資質・能力を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う

介護過程
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、介護過程
の展開に必要な資質・能力を育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

態
配当
時数

１

学
期

・介護過程の意義と役割 ・指導項目

○ ○ ○ 20

介護過程の意義と役割

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

サービス利用者の援助における科
学的根拠に基づいた介護を専門職
として実践するための知識を身に
付ける

介護過程の展開における科学的な根
拠とは何かを例を示しながらその意
味を理解することができるか

・教材
プリント、PC端末

サービス利用者のニーズを引き出
し、個別援助につながる課題や思
考する必要性などについて、創造
的に取り組む態度を養う

サービス利用者の課題に対し、必
要な援助は何かを考察し援助方法
考え出すことができるか

【主体的に学習に取り組む態
サービス利用者の個別性と自立し
た生活を支援するために主体的か
つ協働的に取り組む

サービス利用者の課題に対し、必
要な援助は何かをグループワーク
を通して他者と共に導き出すこと
ができるか

２
学

期

・介護過程の展開 ・指導項目

アセスメントで得られた情報につい
て、サービス利用者の思いやできる
ことなどが正しく記入されているか
判断ができるか

サービス利用者のアセスメントを
見返し、必要なの情報の取捨選択
について協働的に取り組む態度を
養う

他者とともにアセスメントを見返
し、必要なの情報の取捨選択がさ
れているか、他者と話し合いをす
ることができるか

サービス利用者のアセスメントを
活用し、介護計画に必要な情報の
集約に対する知識を身につける

・教材 アセスメントで得たもを見返し、
サービス利用者の心身の状況や思い
などが正しく記入できるか

プリント、PC端末

サービス利用者のアセスメントを
見返し、必要なの情報の取捨選択
における判断ができる ○ ○ ○ 32

介護過程の展開

３

学

期

・介護過程の実践的展開 ・指導項目

○ ○

70

15

介護過程の実践的展開

事例研究を通してサービス利用者
の心理や生活状態などについて理
解するとともに、関連する技術を
身に付ける

・教材 情報の解釈、関連づけ、統合化に関
する知識をもとに、アセスメントで
得た情報から介護計画作成の実践が
できるか

プリント、PC端末

サービス利用者の心身状況をもと
に、科学的根拠に基づいた介護援
助計画に必要な援助方法を考える
ことができる

サービス利用者の情報をもとに科学
的根拠に基づいた個別性を主とした
介護援助計画を作成することができ
るか

サービス利用者の心身状況をもと
に、科学的根拠に基づいた介護援
助計画に必要な援助方法を主体的
かつ協働的に取り組む

サービス利用者の情報をもとに科学
的根拠に基づいた個別性を主とした
介護援助計画を作成するために話し
合いから意見を得て、反映すること
ができるか

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： 副教材：最新　介護福祉士養成講座　１０　介護総合演習・介護実習

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

【知識及び技術】

【知識及び技術】

【思考、判断、表現等】

【思考、判断、表現等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1
・事例研究 【知識及び技術】

【知識及び技術】

【思考、判断、表現等】

【思考、判断、表現等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1

【知識及び技術】

【知識及び技術】

【思考、判断、表現等】

【思考、判断、表現等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 〇 〇 1

合計

野津田 福祉 介護総合演習
福祉 介護総合演習 1

地域福祉や福祉社会について体系的・系
統的に理解するとともに、関連する技術
を身につける

地域福祉や福祉社会に関する課題を発見
し、職業人に求められる倫理観を踏まえ
解決策を探求し、科学的な根拠に基づい
て創造的に解決する力を養う

健全で持続的な社会の構築を目指し
て自ら学び、地域福祉や福祉社会の
創造と発展に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通
じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として必要
な資質・能力を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う

介護総合演習
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、地域福祉
の推進と持続可能な社会福祉の創造と必要な資質・能力を育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

態
配当
時数

１

学
期

・介護演習 ・指導事項

○ ○ ○ 10

介護演習

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

特別養護老人ホームの概要のみならず、意
義や目的、実習生としての心構えなどの説
明された内容を理解し、適切に記入する介護実習が適切かつ総合的に展開

できるように、介護実習の意義や
目的などについて理解するととも
に、関連する技術を身に付ける ・教材

プリント、PC端末 これまで他科目で学んだ知識と技術を統合
し、具体的な事例について考察し、より良
い生活支援について記入する

介護実習を通して個人情報保護や
リスクマネジメントなどについて
課題を発見し、職業人に求められ
る倫理観を踏まえ科学的な根拠に
基づいて創造的に解決する

具体的な事例をから得た課題について、解
決方法などをグループの中で話し合い、よ
り良い方法を見つけ出し、発表する

地域での継続した生活を支援する
介護実習について自ら学び、主体
的かつ協働的に取り組む

２

学
期

・指導項目

○ ○ 11

事例研究 介護実習を通して、利用者の心理や生活状
態などについて、理解するとともに記入す
る事例研究を通してサービス利用者

の心理や生活状態などについて理
解するとともに、関連する技術を
身に付ける

・教材
プリント、PC端末

介護実習から福祉専門職として必要な援助
方法や価値観について考え、プリントに記
入する

介護実習や福祉活動などから得た
体験についての課題を発見し、職
業人に求めらる倫理観を踏まえ科
学的な根拠に基づいて創造的に解
決する

介護実習の経験から得た課題について、解
決方法などをグループの中で話し合い、よ
り良い方法を見つけ出し、発表する

介護実習がや福祉活動などから得
た体験について自ら学び、事例研
究に主体的かつ協働的に取り組む

○

３

学

期

・調査、研究、実験 ・指導項目

○ ○

35

11

調査、研究、実験 社会福祉基礎の内容と介護実習での経験か
ら、関連する部分を理解し、記入する

調査、研究、実験を通して、福祉
の各分野について理解するととも
に、関連する技術を身に付ける

・教材
プリント、PC端末

介護実習や社会人講師の講演を通して、地
域福祉について、福祉施設の役割等を考察
し、その内容を記入する

福祉の各分野について、調査、研
究、実験などを通して課題を発見
するとともに、職業人に求められ
る倫理観を踏まえ科学的な根拠に

基づいて創造的に解決する
これまでの学習や経験を通して、これから
の福祉に必要なことなどを、グループで話
し合い、まとめた内容を発表する

福祉の各分野について自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組む

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： 副教材：最新　介護福祉士養成講座　１０　介護総合演習・介護実習

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

・指導事項
多様な介護の場における実習

【知識及び技術】 【知識及び技術】
・教材
実習日誌

【思考、判断、表現等】
【思考、判断、表現等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】

合計

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う

野津田 福祉 介護実習
福祉 介護実習 4

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通
じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として必要
な資質・能力を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

思

介護実習
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、根拠に基
づいた介護及び支援を実践するために必要な資質・能力を育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

介護及び支援の実践について体系的・系
統的に理解するとともに、関連する技術
を身につける

介護及び支援の実践に関する課題を発見
し、職業人に求められる倫理観を踏まえ
科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う

健全で持続的な社会の構築を目指し
て自ら学び、介護及び支援の適切な
実践に主体的かつ協働的に取り組む
態度を養う

３
学
期

態
配当
時数

１
学
期

２
学
期

・多様な介護の場にける実習

〇 〇 〇 140

サービス利用者の心身の状況や生
活を送る上で、おこなっているこ
と・できることや生活上の思いな
どについて理解する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知

140

サービス利用者の心身の状況や生活を送る
上で、おこなっていること・できることや
生活上の思いなどをアセスメントシートに
記入する

サービス利用者のアセスメントシート作成
のため、コミュニケーションを通してその
方の思いなどについて考察し、個別性を意
識しながら適切に記入する

サービス利用者に対し、コミュニ
ケーションを通して個々の思いや
考えを引き出し、それに合わせた
関わりを通して、必要な援助につ
いて思考する

サービス利用者のアセスメントシート作成
のために、個人の考えなどを引き出すた
め、コミュニケーションを主体として関わ
りを行う。また、反省会で実習指導者と自
身の情報をコミュニケーションを通して伝
え合う

サービス利用者に対し、多様なコ
ミュニケーション方法を主体的か
つ協働的にに取り組む


